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ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校

坂

田

仁

一
、
は
　
じ
　
め

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
ス
ウ
ェ
；
デ
ソ
の
非
行
少
年
の
た
め
の
処
遇
施
設
と
し
て
は
、
少
年
福
祉
学
校
と
少
年
刑
務
所
と
が
あ
る
。
前
者
は
児
童
福
祉
法
上
の
施
設
で

あ
り
、
後
者
は
刑
務
所
の
一
種
と
し
て
刑
事
法
上
の
施
設
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
は
と
も
に
犯
罪
少
年
（
前
者
は
主
と
し
て
一
八
歳
未
満
の
、
後
者
は

主
と
し
て
一
八
歳
以
上
二
一
歳
未
満
の
者
を
各
々
収
容
す
る
）
　
の
教
育
・
処
遇
に
当
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
よ
う
な
機
能
を
い
と
な
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
か
つ
て
宮
沢
教
授
は
一
五
歳
以
上
一
七
歳
以
下
の
少
年
と
一
八
歳
以
上
二
一
歳
未
満
の
少
年
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
児
童
福
祉
委
員
会
に
委
ね

る
べ
き
か
、
裁
判
所
に
委
ね
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
区
別
の
基
準
は
何
か
と
い
う
問
題
提
起
を
さ
れ
、
結
局
「
管
轄
の
問
題
は
、
－
．
・
－
少
年
達
を

…
…
再
び
社
会
に
復
帰
せ
し
め
、
有
為
な
人
材
と
し
て
生
か
す
か
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
実
は
と
る
に
足
ら
な
い
．
．
．
－
．
問
題
で
あ
る
」
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

れ
つ
つ
、
む
し
ろ
行
政
機
関
と
司
法
機
関
の
チ
！
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
私
は
右
の
目
標
の
同
一
性
に
つ
い
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
犯
罪
少
年
の
収
容
処
遇
施
設
の
あ
り
方
を
、
少
年
刑
務
所
と
、
同
論

　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
γ
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
一
五
二
三
）



　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
（
一
五
二
四
）

文
の
中
で
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
つ
た
少
年
福
祉
学
校
と
の
比
較
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
．

T
）
少
年
福
祉
学
校
（
毒
豊
§
零
母
駐
降
。
芭
　
と
い
5
表
現
は
一
九
六
〇
年
の
改
正
児
童
福
祉
法
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
が
、
後
述
の
よ
う
に
そ
の
同
じ
も
の
を
旧
児
童
福
祉
法
で

　
は
感
化
院
（
降
胤
駐
ぎ
罠
）
と
初
め
呼
び
後
に
児
童
及
び
少
年
の
保
護
学
校
（
降
。
ポ
荘
一
ま
蚕
呂
Φ
富
ヨ
㌣
8
げ
蓉
豊
。
霧
降
冠
山
）
と
呼
ん
で
い
た
。

（
2
）
原
語
は
暮
豊
。
塁
㌶
轟
Φ
誇
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
施
設
を
表
わ
す
場
合
に
は
少
年
刑
務
所
、
制
裁
を
表
わ
す
場
合
に
は
少
年
拘
禁
の
語
を
あ
て
た
．

（
3
）
宮
沢
浩
一
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
非
行
少
年
問
題
と
そ
の
対
策
、
法
学
研
究
三
五
巻
八
号
一
頁
以
下
．

（
4
）
同
上
法
学
研
究
三
五
巻
八
号
三
頁
、
な
お
、
佐
藤
昌
彦
、
少
年
非
行
処
理
の
基
本
問
題
．
家
裁
月
報
一
八
巻
五
号
二
二
頁
以
下
参
照
。

二
、
非
行
少
年
に
対
す
る
措
置

　
と
こ
ろ
で
、
本
題
に
入
る
前
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
非
行
少
年
の
処
遇
体
系
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
既
に
前
出
の
宮
沢
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

授
の
論
文
は
じ
め
あ
ち
こ
ち
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
特
に
取
上
げ
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
施
設
に
よ
る
処
遇
の

背
景
を
な
す
も
の
と
し
て
概
観
し
て
お
き
た
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
こ
れ
ら
の
措
置
は
左
に
示
す
よ
う
に
児
竜
福
祉
法
に
よ
る
も
の
と
刑
法
に
よ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　
一
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
も
の

　
　
ω
　
保
護
措
置

（2）

（d）（c）’（b）（a

援
助
措
置

勧
告
と
警
告

生
活
様
式
に
関
す
る
指
示

観
察

公
的
保
護
の
た
め
の
措
置
決
定



　
　
　
＠
　
個
人
の
家
庭
へ
の
委
託

　
　
　
⑥
　
適
当
な
施
設
へ
の
送
致

　
　
　
＠
　
少
年
福
祉
学
校
へ
の
収
容

　
二
、
刑
法
に
よ
る
も
の

　
　
　
＠
　
少
年
拘
禁

　
　
　
⑥
　
罰
金

　
　
　
⑥
　
条
件
付
判
決

　
　
　
＠
　
児
童
福
祉
委
員
会
へ
の
引
渡
（
ω
ー
⑥
又
は
q
D
l
＠
の
措
置
を
求
め
る
の
が
普
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

が
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
児
童
福
祉
法
に
よ
る
措
置
は
非
行
少
年
に
限
ら
ず
保
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
児
童
に
対
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
、
少
年
福
祉
学
校
で
の
処
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
、
そ
の
一
部
と
し
て
国
が
専
門
的
に
非
行
少
年
を
処
遇
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
刑
法
に
定
め
ら
れ
た
制
裁
の
体
系
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

で
、
少
年
犯
罪
者
に
つ
い
て
は
一
般
の
成
人
の
犯
罪
者
と
は
別
の
専
門
の
施
設
に
お
い
て
処
遇
し
よ
う
と
す
る
の
が
少
年
拘
禁
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
一
方
は
児
童
福
祉
の
広
い
領
域
の
中
で
「
非
行
・
犯
罪
」
へ
と
特
殊
化
さ
れ
、
後
者
は
犯
罪
者
処
遇
の
領
域
の
中
か
ら
「
少
年
」
へ
と
特
殊

化
さ
れ
て
来
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
こ
の
双
方
が
、
対
象
と
す
る
犯
罪
少
年
は
、
こ
れ
を
全
体
と
し
て
み
れ
ば
同
じ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
区
分
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
が
二

　
（
7
）
　
　
　
（
8
）

キ
ス
ト
、
宮
沢
の
指
摘
で
あ
つ
た
。
実
際
上
、
こ
の
区
分
は
年
齢
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
に
要
保
護
性
を
加
味
し
た
形
で
な
さ
れ
て
い
る
．
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

は
、
一
八
歳
未
満
の
少
年
犯
罪
者
に
対
す
る
公
訴
の
提
起
、
一
二
歳
未
満
の
被
告
人
に
対
す
る
児
童
福
祉
委
員
会
送
致
の
裁
判
を
例
外
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

一
八
歳
未
満
は
少
年
福
祉
学
校
で
、
一
八
歳
以
上
二
一
歳
未
満
の
者
は
少
年
刑
務
所
で
と
い
う
取
扱
い
上
の
原
則
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
ス
ウ
ェ
！
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
一
五
二
五
）



ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校

　　　　　　　　　　　〔第一表〕

　　　　　　　　会計11ラ歳11δ歳2壕2鋳4箆

起訴放棄人員　5，6714，884　707　　80　　一　　一

社会的保護引渡　　275　220　　55　　一　　一　　一

刑法上の制裁22，2181，6244，7893，8437，2914，671

　合　計28，1646，7285，5513，9237，2914，671
　Svenska　ofHc圭ella　statistik（Rattsv吾sen），Brottsligheten

　1964，Statistika　centralbyran，st㏄kholm，1966．による。

9珍第9且3且互生邑学＆ズき　い♪ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

そ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
家
庭
裁
判
所
や
少
年
裁
判
所
が
な
い
た
め
、

い
は
少
年
の
特
質
を
考
慮
し
つ
つ
ま
ず
刑
事
訴
訟
手
続
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
。

　
（
一
五
二
六
）

少
年
犯
罪
者
の
取
扱

（
1
）
　
宮
沢
、
前
掲
法
学
研
究
一
〇
頁
以
下
、
宮
沢
浩
一
、
一
九
六
五
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
新
刑
法
典
に
お
け
る
「
制
裁
」
に
つ
い
て
、
判
例
タ
イ
ム

ズ
ニ
〇
二
号
四
頁
以
下
、
坂
田
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
児
童
福
祉
委
員
会
、
宮
沢
編
「
世
界
諸
邦
少
年
法
制
の
動
向
」
五
四
頁
以
下
。

（
2
）
　
■
轟
o
目
跨
讐
募
豪
諾
轟
吋
O
薯
富
9
8
げ
琶
豊
。
臣
－
富
導
鷺
母
駐
一
品
ー
宮
沢
旺
坂
田
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
新
児
童
福
祉
法
、
法

学
研
究
三
八
巻
二
号
五
一
頁
以
下
、
坂
田
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
児
童
福
祉
法
に
つ
い
て
、
家
裁
月
報
一
八
巻
二
号
一
四
三
頁
以
下
。

第
一
表
の
よ
う
に
、

（
1
0
）

（
n
）

牢
。
蕃
富
涛
豊
」
8
μ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
典
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編
宮
沢
浩
一
訳
）

拘
禁
と
保
護
観
察
と
は
原
則
と
し
て
少
年
に
は
科
さ
れ
な
い
、

児
童
福
祉
法
六
四
条
．

刑
法
二
九
章
。

O
影
乞
置
鼠
の
戸
旨
く
〇
三
一
Φ
旨
。
塗
け
一
8
｝
9
ヨ
ぼ
一
凝
Φ
望
且
奮
日
9
ぎ
日
o
一
〇
〇
q
『
＜
o
一
■
図
員
づ
窟
H
誘
や

宮
沢
、
前
掲
法
学
研
究
三
五
巻
八
号
．

一
九
六
五
年
以
降
の
統
計
表
を
参
照
し
得
な
か
つ
た
の
で
、
少
し
古
い
が
一
九
六
四
年
（
刑
法
施
行
の
前
年
に
当
る
）
の
統
計
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
各
々
二
割
前
後
の
例
外
が
あ
る
。
な
お
ρ
2
置
募
ダ
β
簿
’
も
」
9
。
訂
旨
目
～
＜
も
り
O
ω
6
㎝
ち
富
旨
く
日
～
ζ
戸

施
設
外
処
遇
で
あ
る
保
護
観
察
に
つ
い
て
も
、
そ
の
少
年
へ
の
適
用
は
制
限
さ
れ
て
い
る
（
刑
法
二
八
章
一
条
二
項
参
照
）
。

P
乞
置
ロ
騨
り
β
9
∫
b
》
頴
甲
S
坂
田
、
前
掲
「
世
界
諸
邦
少
年
法
制
の
動
向
」
五
四
－
六
頁
。

三
、
歴
史
的
考
察

　
名
称
は
別
と
し
て
少
年
福
祉
学
校
は
少
年
刑
務
所
よ
り
古
い
制
度
で
あ
り
、
我
々
の
関
心
も
犯
罪
少
年
、
不
良
少
年
に
対
す
る
施
設
処
遇
の
特

殊
化
か
ら
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
少
年
福
祉
学
校
の
前
身
は
感
化
院
（
の
尊
段
器
目
）
で
あ
る
。
一
八
○
○
年
代
は
世
界
的
に
見
て
も
少
年
保
護
運
動
の
萌
芽
が
見
ら
れ
た
時
代
で

あ
る
．
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ハ
ウ
ス
・
オ
ブ
・
レ
ヒ
ュ
ー
ジ
、
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ヅ
ト
レ
イ
の
感
化
院
、
ド
イ
ッ
の
ラ
ゥ
エ
ス
・
ハ
ウ
ス
、
日
本
の



池
上
雪
枝
の
感
化
院
な
ど
い
ず
れ
も
一
八
○
○
年
代
の
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
そ
の
姿
を
現
わ
し
て
い
る
．
そ
し
て
、
こ
れ
ら
ば
全
て
民
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

篤
志
家
の
手
に
よ
つ
て
、
不
幸
な
境
遇
か
ら
不
良
少
年
を
救
護
す
る
た
め
に
設
立
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

　
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
も
他
の
国
々
と
同
様
に
こ
の
時
期
、
一
八
四
〇
年
に
・
i
ビ
ー
（
憲
冨
）
に
私
立
の
感
化
院
が
設
立
さ
れ
て
い
る
．

こ
こ
で
も
、
当
時
の
感
化
院
の
経
営
は
民
間
の
個
人
或
い
は
財
団
が
行
な
い
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
そ
の
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
見
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

き
効
果
を
あ
げ
て
い
な
か
つ
た
．
一
九
一
八
年
に
救
貧
法
改
正
審
議
会
（
霊
葺
讐
勘
琶
轟
豊
駿
づ
一
夷
畏
§
巨
ま
づ
）
は
国
王
へ
の
答
申
の
中
で
感
化
院

の
数
を
揃
え
る
こ
と
及
び
少
な
く
と
も
特
殊
な
処
遇
困
難
児
の
た
め
の
国
立
感
化
院
を
設
立
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
．
こ
の
委
員
会
は
児
童

福
祉
に
つ
い
て
広
範
な
間
題
を
付
託
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
終
的
な
結
論
は
一
九
二
四
年
の
旧
児
童
福
祉
法
　
（
い
夷
§
の
聾
琶
一
霧
冨
ヨ
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

＜
勘
α
。
畠
仁
轟
＆
霧
ω
与
3
）
に
結
晶
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
つ
て
、
感
化
院
収
容
者
の
年
齢
上
限
が
一
五
歳
か
ら
一
八
歳
に
上
り
、
職
業
補
導
の

制
度
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
処
遇
困
難
児
の
た
め
の
感
化
院
に
つ
い
て
は
国
が
、
そ
の
他
の
感
化
院
に
に
つ
い
て
は
地
方
当
局
（
宣
昌
毘
罐
）
が
責

任
を
も
つ
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
こ
の
内
容
は
そ
の
後
充
分
に
実
施
さ
れ
ず
、
国
は
自
己
の
責
任
を
個
々
の
感
化
院
と
の
間
の
取
き
め
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

て
辛
う
じ
て
果
し
、
国
立
の
感
化
院
は
未
だ
設
立
さ
れ
な
か
つ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
一
つ
の
批
判
が
感
化
院
に
む
け
ら
れ
て
い
る
．
当
時
感
化
院
は
都
市
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
田
舎
に
あ
り
、
各
々
の
施

設
は
孤
立
し
て
い
て
、
職
員
の
交
流
も
な
か
つ
た
．
し
た
が
つ
て
「
感
化
院
の
保
護
基
準
、
補
導
方
法
は
非
常
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
各
施
設
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
職
員
の
接
触
は
不
完
全
で
、
一
部
の
施
設
で
は
非
現
代
的
な
補
導
の
方
法
－
体
罰
i
の
存
続
を
た
す
け
る
結
果
に
な
つ
た
」
。
体
罰
、
と

く
に
鞭
の
使
用
は
一
九
三
力
年
の
感
化
院
院
長
の
会
議
で
も
と
り
上
げ
ら
れ
、
後
に
正
式
に
禁
止
さ
れ
た
．
ま
た
一
九
三
四
年
の
感
化
院
に
関
す

る
専
門
家
会
議
は
、
一
五
～
一
八
歳
の
者
の
た
め
の
国
立
感
化
院
が
設
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
感
化
院
の
収
容
期
間
が
長
い
こ
と
、
同
一
施
設

に
年
長
児
と
年
少
児
と
が
同
時
に
収
容
さ
れ
て
い
る
た
め
年
長
児
か
ら
の
悪
影
響
が
年
少
児
に
及
ぶ
こ
と
等
を
指
摘
し
、
ω
収
容
者
の
教
育
を
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

果
的
に
す
る
こ
と
、
働
感
化
院
を
「
学
校
ホ
ー
ム
」
（
玲
多
晋
）
「
職
業
ホ
ー
ム
」
（
図
詩
聾
§
）
「
家
庭
学
校
」
（
箒
嘉
ざ
芭
に
分
け
、
職
業
補
導

　
　
　
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
（
一
五
二
七
）



　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
（
一
五
二
八
）

不
能
な
者
を
「
農
業
ホ
ー
ム
」
（
す
3
歪
。
5
ぎ
ヨ
）
に
収
容
す
る
こ
と
、
⑥
精
神
的
な
偏
侍
の
あ
る
少
年
の
た
め
の
施
設
と
し
て
ハ
ル
（
浮
ε
の
感

化
院
の
改
善
を
提
案
し
た
．
こ
れ
ら
の
提
案
は
議
会
の
承
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
又
最
後
の
提
案
に
つ
い
て
は
す
す
ん
で
国
立
感
化
院
を
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
設
立
す
る
こ
と
で
答
え
た
。
こ
れ
が
一
九
四
一
年
に
設
立
さ
れ
た
レ
ヴ
ス
タ
（
ま
く
器
）
の
感
化
院
で
あ
る
。

　
一
九
三
〇
年
代
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
犯
罪
者
の
処
遇
の
上
に
大
き
い
変
化
の
あ
つ
た
時
代
で
あ
る
．
条
件
付
判
決
に
関
す
る
法
律
、
少
年

拘
禁
に
関
す
る
法
律
が
出
来
て
、
多
く
の
少
年
が
通
常
の
刑
罰
の
領
域
か
ら
外
さ
れ
る
と
同
時
に
、
一
九
歳
以
上
一
二
歳
未
満
の
少
年
犯
罪
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

児
童
福
祉
委
員
会
で
扱
わ
れ
、
感
化
院
送
致
の
可
能
性
の
開
け
た
時
代
で
あ
る
．

　
少
年
拘
禁
の
制
度
は
一
九
一
二
年
に
遡
る
と
い
わ
れ
る
が
、
我
凌
の
前
に
そ
の
明
確
な
姿
を
現
わ
し
た
の
は
一
九
三
五
年
の
少
年
拘
禁
に
関
す

　
　
　
　
（
11
）

る
法
律
に
よ
る
。
　
こ
れ
は
英
国
の
ボ
ー
ス
タ
ル
及
び
デ
ン
マ
ー
ク
の
愚
誉
遂
愚
咬
壁
鼠
の
少
年
刑
務
所
、
特
に
後
者
の
影
響
の
下
に
制
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
制
定
理
由
は
、
ω
従
来
少
年
に
科
せ
ら
れ
て
い
た
短
期
自
由
刑
の
刑
期
は
短
か
す
ぎ
る
、
㈲
一
般
の
刑
務
所
に
は
一
八
歳

な
い
し
一
二
歳
の
少
年
犯
罪
者
に
対
す
る
社
会
教
育
的
、
個
別
的
処
遇
の
可
能
性
が
な
い
、
⑥
施
設
収
容
と
同
じ
く
ら
い
に
重
要
な
自
由
の
剥
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

を
伴
わ
ぬ
継
続
的
措
置
を
施
設
処
遇
の
後
に
も
実
施
す
る
法
律
上
の
方
法
が
な
い
、
の
三
点
で
あ
つ
た
。

　
一
九
四
二
年
に
感
化
院
に
関
す
る
調
査
（
・
ξ
＆
器
霧
暮
括
身
一
凝
）
が
実
施
さ
れ
、
こ
の
結
果
に
基
づ
き
「
生
徒
の
教
育
」
と
「
生
徒
の
分
類
基

準
」
と
に
つ
い
て
感
化
院
の
組
織
の
再
編
成
が
提
案
さ
れ
た
．
こ
の
提
案
に
そ
つ
て
、
ω
感
化
院
（
ω
ξ
α
留
箒
彗
）
の
名
称
を
廃
し
。・
ざ
冨
け
自
ま
－

蚕
鼠
①
富
§
㌣
。
魯
毒
豊
。
堅
轟
匡
。
β
「
児
童
及
び
少
年
の
保
護
学
校
」
と
改
称
す
る
こ
と
、
ω
「
職
業
ホ
ー
ム
」
（
層
蒔
①
旨
包
は
「
職
業
学
校
」

『
蒔
馨
ぎ
ε
と
改
称
す
る
こ
と
、
⑥
児
童
福
祉
委
員
会
の
負
担
L
て
い
た
費
用
を
国
庫
負
担
と
す
る
こ
と
、
㈲
右
の
「
学
校
」
の
監
督
を
全
て

社
会
庁
に
移
し
、
新
た
に
学
校
局
を
社
会
庁
内
に
設
置
す
る
こ
と
等
が
議
会
に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
、
学
校
施
設
の
全
体
が
社
会
庁
の
指
導
下
に
お

か
れ
た
。
こ
の
組
織
構
造
上
の
変
化
は
考
え
方
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
治
療
教
育
の
方
向
が
決
定
づ
け
ら
れ
た
。
即
ち
、
「
不
良
行
為
は
あ
や
ま

つ
た
成
長
の
一
徴
候
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
原
因
を
探
求
し
て
間
題
点
を
除
去
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
る
．
学
校
内
で
の
処
遇
の
雰
囲
気
と



職
員
生
徒
間
の
情
緒
的
関
係
と
が
重
視
さ
れ
る
。
『
学
校
』
は
開
放
施
設
と
し
、
施
設
を
一
般
社
会
の
縮
図
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ

鱒　
こ
の
様
な
発
展
の
進
む
一
方
で
は
、
一
九
三
四
年
に
一
八
歳
以
上
二
一
歳
未
満
の
者
の
「
学
校
」
収
容
が
可
能
に
な
つ
た
こ
と
に
つ
づ
く
、
児
μ

童
福
祉
委
員
会
、
従
つ
て
少
年
福
祉
学
校
の
刑
事
政
策
上
の
役
割
の
拡
大
化
が
進
行
し
て
い
る
．
こ
れ
を
も
た
ら
し
た
事
情
は
、
ω
一
九
四
四
年

に
制
定
さ
れ
た
未
成
年
者
に
対
す
る
起
訴
の
放
棄
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
原
則
と
し
て
一
八
歳
未
満
の
犯
罪
少
年
は
児
童
福
祉
委
員
会
が
管
轄
す

　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
、
㈱
一
九
五
二
年
の
未
成
年
者
の
犯
罪
に
対
す
る
制
裁
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
一
八
歳
未
満
の
者
を
拘
禁
に
付
す
る
こ
と

を
禁
ず
る
と
同
時
に
、
未
成
年
者
（
二
一
歳
未
満
の
者
）
に
対
し
懲
役
、
拘
禁
に
か
え
て
児
童
福
祉
法
に
も
と
づ
く
矯
正
保
護
教
育
（
の
尊
＆
ω
暮
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
婚
）

寡
蕾
昌
）
に
付
す
る
た
め
そ
の
者
を
児
童
福
祉
委
員
会
に
送
致
す
る
の
を
み
と
め
た
こ
と
、
⑥
一
八
歳
以
上
一
二
歳
未
満
の
犯
罪
少
年
は
通
常
少

年
拘
禁
に
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
に
少
年
福
祉
学
校
で
の
処
遇
歴
の
あ
る
と
き
お
よ
び
犯
罪
が
反
社
会
的
態
度
の
一
徴
表
と
し
て
あ
ら
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

て
い
る
と
き
に
は
そ
の
者
を
少
年
福
祉
学
校
に
収
容
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
に
よ
つ
て
刑
事
司
法
の
対
象
で
あ
つ
た
少
年
が
少
年
福
祉
学
校

の
領
域
に
入
り
込
ん
で
来
た
一
方
、
児
童
福
祉
の
領
域
に
お
い
て
は
、
ω
少
年
福
祉
学
校
送
致
の
前
提
で
あ
る
公
的
保
護
の
た
め
の
措
置
決
定

が
、
他
の
す
べ
て
の
保
護
措
置
が
無
効
な
と
き
お
よ
び
少
年
の
個
人
的
な
条
件
か
ら
措
置
決
定
が
必
要
な
と
き
の
二
つ
の
場
合
に
最
終
的
手
段
と

し
て
の
み
執
行
で
き
る
こ
と
、
㈲
ま
た
仮
に
公
的
保
護
の
た
め
の
措
置
決
定
は
な
し
得
て
も
二
二
歳
未
満
の
者
は
少
年
福
祉
学
校
に
は
収
容
で
き

ず
、
知
能
指
数
七
〇
以
下
の
精
神
薄
弱
者
は
精
神
薄
弱
者
施
設
に
、
精
神
障
害
者
は
精
神
病
院
の
児
竜
室
に
各
々
収
容
さ
れ
、
結
局
少
年
福
祉
学

校
に
収
容
さ
れ
る
者
は
大
部
分
非
行
（
ア
ル
コ
ー
ル
嗜
癖
麻
薬
嗜
癖
、
性
的
放
縦
女
子
．
浮
浪
、
犯
罪
）
少
年
と
な
つ
て
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

る
．
こ
の
二
つ
の
事
情
に
よ
り
、
少
年
福
祉
学
校
の
刑
事
政
策
的
な
側
面
が
よ
り
き
わ
立
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
従
来
拘
禁
を
科
せ
ら
れ
て
い
た
少
年
が
少
年
拘
禁
の
対
象
と
な
り
、
少
年
拘
禁
の
対
象
と
な
つ
て
い
た
少
年
が
少
年
福
祉

学
校
の
対
象
と
な
り
、
少
年
福
祉
学
校
の
対
象
と
な
つ
て
い
た
少
年
は
児
童
福
祉
委
員
会
の
他
の
措
置
の
対
象
へ
と
変
化
し
て
来
た
と
も
い
い
得

　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
（
一
五
二
九
）



　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
（
一
五
三
〇
）

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
下
に
一
方
で
は
、
精
神
科
医
と
の
協
力
の
下
に
精
神
病
質
的
な
少
年
を
収
容
し
て
治
療
処
遇
を
提
供
す
る
特
殊
な
施
設
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

て
ロ
ク
ス
ツ
ナ
の
少
年
刑
務
所
が
生
み
出
さ
れ
た
。
他
面
少
年
刑
務
所
の
特
徴
で
あ
つ
た
収
容
期
間
の
不
定
期
化
は
現
実
に
は
一
年
と
い
う
最
低

の
期
間
に
固
定
化
し
て
来
て
お
り
、
し
か
も
少
年
拘
禁
を
受
け
少
年
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
た
少
年
は
、
少
年
拘
禁
を
好
ま
ず
、
む
し
ろ
通
常
の
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

期
の
自
由
刑
を
好
ま
し
い
と
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
、
処
遇
対
象
者
の
変
化
に
刺
戟
さ
れ
て
、
少
年
刑
務
所
も
少
年
福
祉
学
校
も
各
々
変
化
の
渦
中
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
年
福

祉
学
校
に
つ
い
て
い
え
ば
一
九
六
〇
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
つ
て
そ
の
条
件
付
釈
放
の
制
度
が
廃
さ
れ
施
設
外
処
遇
に
重
点
を
置
い
た
改

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

正
が
な
さ
れ
て
お
り
．
ま
た
少
年
拘
禁
に
つ
い
て
は
一
九
六
二
年
の
刑
法
改
正
で
は
実
現
さ
れ
な
か
つ
た
が
、
こ
れ
を
質
o
審
9
貯
Φ
嘗
a
巳
凝
と

名
称
を
変
え
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る
．

　
さ
て
、
沿
革
的
に
は
、
右
に
見
て
来
た
よ
う
に
一
八
歳
未
満
の
非
行
少
年
に
つ
い
て
は
少
年
福
祉
学
校
が
、
一
八
歳
以
上
一
二
歳
未
満
の
非
行

少
年
に
つ
い
て
は
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
と
が
非
行
少
年
の
状
況
に
応
じ
て
、
各
々
処
遇
を
行
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
次
節
で
見
て
い
き
た
い
。

（
1
）
O
蜀
乞
置
且
豊
β
。
罫
一
箸
」
器
占
巽
宮
沢
浩
一
、
諸
沢
英
道
、
少
年
法
制
の
歴
史
的
展
開
、
家
裁
月
報
一
九
巻
五
号
．
八
－
九
頁
．
内
務
省
社
会
局
、
感
化
事
業
回
顧
三

　
十
年
、
一
頁
以
下
等
参
照
。

（
2
）
○
一
暫
2
蓋
巨
m
計
8
．
。
一
∫
箸
。
一
G
。
鐸

（
3
）
　
響
富
邑
一
ぎ
鵯
h
賃
路
旨
夷
く
崔
き
豊
。
嘉
轟
包
器
犀
。
一
。
彗
欝
の
O
q
這
臼
“
蒔
（
8
d
ご
総
”
鱒
斜
。
と
し
て
引
用
す
る
）
℃
す
一
一
－
β
以
下
の
記
述
は
主
と
し
て
本
書
一
一
－
二

　
三
頁
に
よ
つ
て
い
る
。
こ
の
状
態
は
日
本
で
も
同
様
で
あ
つ
た
。
（
内
務
省
社
会
局
、
感
化
事
業
回
顧
三
十
年
、
二
一
頁
以
下
参
照
）

（
4
）
少
年
裁
判
所
の
採
用
に
反
対
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
審
判
機
構
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
も
こ
の
審
議
会
で
あ
る
．
（
O
ポ
客
苫
忌
豊
β
9
∫
づ
サ
5
ω
怜
）
　
日
本

　
に
お
い
て
も
不
良
少
年
を
司
法
機
関
に
ま
か
す
か
行
政
機
関
に
ま
か
す
か
に
つ
い
て
．
い
わ
ゆ
る
行
政
権
主
義
と
裁
判
権
主
義
と
が
当
時
争
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と



は
逆
に
日
本
で
は
司
法
省
が
内
務
省
に
勝
ち
、
そ
れ
ま
で
の
感
化
制
度
と
は
別
の
少
年
審
判
制
度
が
成
立
し
、
当
時
の
対
立
の
結
果
が
非
行
少
年
処
遇
の
責
任
を
基
本
的
に
二
分
し

　
て
、
今
日
に
い
た
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
5
ノ
の
O
O
お
9
”
潔
．
宰
寅

（
6
V
当
時
は
都
会
を
離
れ
た
静
か
な
田
園
地
帯
で
の
生
活
が
不
良
少
年
に
よ
い
影
響
を
与
え
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
（
一
匡
野
マ
旨
）
留
岡
幸
助
の
家
庭
学
校
も
同
じ
趣
旨
で
建
て

　
ら
れ
て
お
り
（
留
岡
幸
助
「
自
然
と
児
童
の
教
養
」
参
照
）
こ
れ
が
世
界
的
な
傾
向
で
あ
つ
た
。

（
7
）
ω
O
d
一
8
件
卜
o
轟
℃
一
ω

（
8
）
　
こ
の
分
類
は
新
児
童
福
祉
法
制
定
前
ま
で
存
し
た
。
（
旧
児
童
福
祉
法
四
三
条
）

（
9
）
oQ
O
q
一
8
野
鐸
b
や
一
〇
。
栖

（
1
0
）
　
Z
網
鼠
彗
薯
跨
駐
冨
α
q
一
〇
Q
O
q
一
3
9
①
押
や
①
ω

（
1
1
）
　
≧
富
旨
凶
冨
葺
望
げ
≦
a
9
ω
O
①
㌶
凝
巳
。
。
≦
窃
①
P
胡
窪
白
ー
切
阜
O
♪
㌘
命
S
9
器
＞
且
一
。
P
円
冨
網
象
夢
℃
議
8
も
質
撃
そ
の
法
律
の
全
文
の
独
訳
が
＞
3
罵

留
ま
爵
ρ
》
ロ
ω
置
昌
鐸
包
ω
号
程
（
の
昌
≦
＆
豊
）
N
ω
導
名
ー
臣
ひ
9
噂
層
8
ω
陣
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
2
）
　
O
。
昌
霞
α
ω
ξ
。
薩
。
戸
9
Φ
警
寅
守
8
耳
一
一
9
Φ
閃
Φ
げ
彗
巳
琶
㎎
＜
2
甘
凝
睾
閃
Φ
。
鐸
の
耳
0
3
霞
P
N
の
厚
妻
’
ω
↑
①
ρ
サ
一
㎝
9

（
1
3
）
　
ω
O
q
一
8
“
凸
倉
層
一
9

（
1
4
）
　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
一
五
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
少
年
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
ω
そ
の
少
年
が
既
に
公
的
保
護
そ
の
他
の
措
置
に
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、
㈹
犯
罪
が
軽
微
で
、
明
ら

　
か
に
過
ち
又
は
軽
卒
さ
に
よ
り
生
じ
て
い
る
場
合
に
、
検
察
官
は
、
児
童
福
祉
委
員
会
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
検
事
正
の
承
認
を
得
て
起
訴
を
放
棄
で
き
る
．
（
同
法
二
ー
四
条
）

（
1
5
）
　
同
法
一
条
。

（
1
6
）
　
ω
O
q
一
8
偶
る
倉
琶
●
ω
（
τ
ω
ド

（
1
7
）
　
H
ぼ
曾
唇
卜
。
㌣
ω
9
一
九
六
二
年
の
調
査
で
は
少
年
福
祉
学
校
の
新
受
人
員
中
一
八
～
二
〇
歳
の
少
年
は
約
八
％
で
あ
る
。
（
9
畠
国
。
目
冨
茜
9
葬
噛
自
昌
o
q
3
3
の
轟
議
器
ざ

　
一
〇
舅
窃
ロ
β
毒
蚕
呂
Φ
匹
ざ
暮
Φ
｝
．
の
O
O
一
〇
総
る
倉
国
一
固
鴇
）

（
1
8
）
　
9
の
ぎ
零
P
β
。
F
N
ω
訂
白
・
臣
・
①
P
マ
ま
8
ρ
＞
巨
一
。
ダ
。
マ
9
¢
も
質
鵠
栖
　
ρ
乞
置
艮
3
。
や
。
F
ワ
o
。
ρ
宮
沢
、
前
掲
法
学
研
究
、
三
五
巻
八
号
二
四
頁
、

　
広
瀬
貞
雄
他
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
γ
の
矯
正
施
設
を
訪
ね
て
、
犯
罪
学
雑
誌
二
八
巻
五
！
六
号
、
三
九
頁
。

（
1
9
）
　
ρ
ω
巨
ω
。
P
。
や
。
F
N
の
可
名
。
窪
。
O
P
質
一
巽

（
2
0
）
　
審
誘
ω
。
一
旦
冒
。
器
霞
窃
ε
。
。
菖
び
暮
甘
奉
巳
一
。
駐
ぎ
馨
窪
昌
ぎ
ω
毒
3
P
b
」
ω
●
の
O
q
這
困
＆
一
も
サ
①
8
や
“
マ
8
伊
児
童
福
祉
法
六
六
条
。

（
2
1
）
　
9
の
ぎ
8
P
8
』
F
N
の
霞
名
』
q
・
8
・
b
や
ま
下
鉾
β
望
≡
P
目
ぎ
ギ
9
8
菖
奉
O
a
ρ
づ
り
N
㌣
卜
o
↑
こ
こ
で
は
原
語
が
判
ら
な
い
の
で
、
英
訳
を
掲
げ
て
お
く
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校

三
三
　
　
（
一
五
三
｝
）



ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校

三
四
　
　
（
一
五
三
二
）

四
、
少
年
福
祉
学
校
と
少
年
刑
務
所

　
少
年
福
祉
学
校
と
少
年
刑
務
所
の
数
と
名
称
に
つ
い
て
は
第
二
表
に
か
か
げ
て
あ
る
通
り
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
少
年
福
祉
学
校
に
は
お

お
む
ね
一
三
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
者
が
収
容
さ
れ
、
例
外
的
に
一
八
歳
以
上
一
二
歳
未
満
の
者
が
収
容
さ
れ
る
。
少
年
刑
務
所
の
場
合
は
原
則

と
し
て
一
八
歳
以
上
二
一
歳
未
満
の
者
が
収
容
さ
れ
る
。

　
少
年
福
祉
学
校
に
は
、
義
務
教
育
中
の
者
に
対
す
る
普
通
教
育
を
主
と
し
て
行
な
う
学
校
ホ
ー
ム
　
（
玲
曇
睾
）
（
有
能
な
者
に
対
し
て
は
更
に
高
い

教
育
を
施
す
施
設
も
あ
る
）
と
職
業
指
導
を
主
と
す
る
職
業
学
校
（
胃
ざ
の
玲
。
ε
及
び
そ
の
他
特
殊
な
目
的
を
持
つ
施
設
が
あ
り
、
男
子
用
と
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

用
に
分
け
て
施
設
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
少
年
刑
務
所
は
男
子
用
の
み
（
女
子
少
年
の
収
容
施
設
は
女
子
刑
務
所
に
付
設
さ
れ
て
い
る
）
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

少
年
福
祉
学
校
の
よ
う
に
学
校
ホ
ー
ム
と
職
業
学
校
の
区
別
は
な
い
．

　
少
年
福
祉
学
校
は
低
年
齢
層
の
非
行
少
年
を
収
容
す
る
施
設
で
あ
る
か
ら
、
当
然
少
年
刑
務
所
に
収
容
す
る
者
よ
り
も
非
行
性
の
低
い
者
を
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

容
し
、
教
育
、
処
遇
す
る
わ
け
で
あ
る
。
少
年
福
祉
学
校
は
社
会
庁
学
校
局
の
監
督
下
に
あ
る
。
そ
し
て
、
児
童
福
祉
法
上
の
他
の
措
置
が
不
適

当
で
あ
る
か
無
効
な
場
合
に
、
児
童
福
祉
委
員
会
か
ら
そ
の
旨
の
申
請
を
う
け
て
、
社
会
庁
が
そ
の
少
年
に
関
す
る
事
件
を
形
式
的
手
続
的
に
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

査
し
、
次
い
で
少
年
福
祉
学
校
で
の
処
遇
の
必
要
性
を
検
討
し
、
判
断
す
る
。
そ
の
際
鑑
別
の
た
め
の
収
容
と
い
う
制
度
が
あ
つ
て
、
少
年
を
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ケ
月
以
内
の
期
間
少
年
福
祉
学
校
に
仮
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
後
に
述
べ
る
よ
う
な
少
年
刑
務
所
の
場
合
の
分
類
セ
ン
タ
ー
は
な
く
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
必
要
性
が
論
議
さ
れ
て
い
る
．

　
一
方
少
年
拘
禁
は
重
罪
の
場
合
（
拘
禁
が
科
さ
れ
る
）
と
少
年
福
祉
学
校
が
適
当
な
場
合
と
を
除
い
て
、
少
年
犯
罪
者
に
対
し
裁
判
所
の
判
決
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

科
さ
れ
る
．
こ
の
判
決
は
、
裁
判
所
が
行
為
内
容
と
人
格
調
査
の
結
果
と
に
も
と
づ
い
て
な
す
。
た
だ
し
、
ど
の
少
年
刑
務
所
に
収
容
す
る
か

は
、
ウ
プ
サ
ラ
少
年
刑
務
所
（
少
年
拘
禁
を
受
け
た
者
の
分
類
鑑
別
セ
ソ
タ
ー
と
な
つ
て
い
る
）
の
行
な
う
分
類
鑑
別
に
よ
つ
て
定
ま
る
。
こ
の
場
合
、



〔第二表〕　スウェーデンの非行少年処遇施設

22．　　Barby　yrkesskola　　　　　　　　　　　　　m．38

23．Hargretelundsyrkesskola　　m．38

24．　Langanas　yTkesskola　　　　　　m，56

25，　Fagare（1s　yrkesskola　　　　　　m．61

　　　　L6vstask・1hem㏄hyrke蕗k・la｛晶

　　　　　　（Behan（11ingsforskning　vi（i

　　　　　　ungdomsvardsskoloma（SOU
　　　　　　1964：24），pp．31－33．）

少年福祉学校（1964年現在）

少年刑務所（1965年現在）

f．28

f．27

m．50

m．43

（慰議灘難欝）
1．　Uppsala（centra1）　　　　　　m。48－

2．　Sken蕊s　　　　　　　　　　　m．一85

3．　Roxtuna　　　　　　　　　　　m．46　9

4．　Ysta（1　　　　　　　　　　　　m．32－

5．　H銭11by　　　　　　　　　　　　m．8010

6．Hyk6ping　　　　　　m．32－
7．　Kristianstad　　　　　　　　　m．51－

a　Marienfred　　　　　　　　　m．8010

9．　Bj6rkahemmet　　　　　　　　m。一10

10．　Hildero　　　　　　　　　　　m．一15

25

32
m
凱

m．21

　　　　（薮攣維轟瓢男子用・）

Skolhem（学校ホーム）

1．　Broby　skolhem

a　E㎞as　skolhem

3。OstraSpangsskolhem

4．　Vemyra　skolhem

5．　Gudmundsgar（1ens　skolhem

6、　L6vsta　skolhem

7．　Folasa　skolhem

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校

（拘禁に処された少年のための刑務所）

11．　V為steras　　　　　　　　　　m．44－

12」　　Herresta（l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m．　一　18

（The　Corr㏄tional　System　in　Sweden，p。67．）

f．70

£28

£38

［18

£14

f28
£26

m．62

m．75

m．54

m．24

m．35

m．44

m．47

Yrkesskola（職業学校）

8．　Ryagardens　y・rkesskola

　9．　　Bistagar（iens　yrkesskola

lO．　Hom6yrkesskola

11．Morengensyrkesskola

12．　Hakanstorps　yrkesskola

13．H蕊聡」6gardensyrke曲01a

14．　Brattegardens　yrkesskola

15。Forsaneyrkesskola

16．Sundboyrkesskola

17．　　Graskarrs　yrkesskola

18．　　Stigby　yrkesskola

19．　　Johann㎏bergs　yTkesskola

20．　Hammagar（1ens　yrkesskola

21．　　】誌by　yrkesskola

少
年
拘
禁
の
判
決
を
受
け
た
者
を
一
旦

ウ
プ
サ
ラ
少
年
刑
務
所
に
収
容
し
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
作
成
し
た
処
遇
報
告

書
と
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
心
理
学
研
究
所

の
協
力
に
よ
つ
て
施
行
し
た
心
理
テ
ス

ト
と
に
も
と
づ
き
、
処
遇
委
員
会
が
少

年
の
希
望
を
も
参
酌
し
つ
つ
処
遇
計
画

を
立
案
す
る
。
こ
れ
に
従
つ
て
少
年
は

各
々
の
少
年
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
る
こ

　
　
（
8
）

と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
少
年
福
祉
学
校
と
少

年
刑
務
所
と
で
は
、
処
遇
対
象
者
、
収

容
に
至
る
手
続
に
は
上
記
の
よ
う
な
差

異
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
後
述
す
る

よ
う
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
犯
罪
者
の
取

扱
い
の
原
則
は
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
に

重
点
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
想
像

で
き
る
よ
う
に
、
ま
ず
少
年
福
祉
学
校

　
　
　
　
三
五
　
　
（
一
五
三
三
）



　
　
　
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
（
一
五
三
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

で
の
処
遇
を
考
慮
し
、
し
か
る
後
に
少
年
刑
務
所
で
の
処
遇
を
考
慮
す
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
少
年
福
祉
学
校
の
収
容
者
（
通
常
生
徒
8
一
零
目
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

呼
ば
れ
る
）
は
ほ
と
ん
ど
犯
罪
少
年
で
あ
り
、
近
年
少
年
福
祉
学
校
の
刑
事
政
策
面
で
の
役
割
は
漸
次
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
前
に
も

ふ
れ
た
一
九
四
四
年
の
起
訴
放
棄
に
関
す
る
法
律
か
ら
始
ま
つ
た
少
年
犯
罪
に
も
と
づ
く
公
訴
の
放
棄
に
よ
り
、
一
八
歳
未
満
の
者
に
は
刑
法
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

の
制
裁
を
科
さ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
他
は
裁
判
所
に
よ
り
児
童
福
祉
委
員
会
へ
の
送
致
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
八
歳
以
上
二

一
歳
未
満
の
犯
罪
少
年
は
少
年
刑
務
所
に
送
致
さ
れ
る
0
が
普
通
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
前
述
の
よ
う
に
以
前
に
少
年
福
祉
学
校
へ
の
収
容

歴
の
あ
る
場
合
及
び
そ
の
犯
罪
が
そ
の
少
年
の
非
社
会
的
生
活
様
式
の
一
部
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
年
齢
層
の
少
年
犯
罪
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

少
年
福
祉
学
校
に
送
致
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
来
て
い
る
の
で
あ
り
、
少
年
刑
務
所
の
存
在
意
義
は
一
部
の
少
年
犯
罪
者
に
限
ら
れ
る
か
の
傾
向

が
見
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
こ
の
よ
う
に
、
少
年
福
祉
学
校
が
少
年
犯
罪
者
の
処
遇
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
い
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
の
処
遇
方
法
と
少

年
刑
務
所
で
の
処
遇
方
法
と
は
相
似
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
次
節
に
お
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
－
）
　
ρ
＞
目
昌
o
P
o
マ
o
一
一
‘
マ
Qo”

（
2
）
む
し
ろ
職
業
補
導
が
前
面
に
出
る
よ
う
で
あ
る
（
佐
藤
、
前
掲
家
裁
月
報
一
八
巻
五
号
二
七
頁
参
照
）
。
　
な
お
同
教
授
の
見
学
さ
れ
た
レ
ヴ
ス
タ
（
ま
詣
琶
の
少
年
福
祉
学
校

　
は
爵
o
一
ぎ
ヨ
で
あ
る
。

（
3
）
の
O
ご
一
〇
露
”
b
o
倉
づ
』
↑

（
4
）
一
げ
す
も
』
斜
●

（
5
）
　
冒
“
質
卜
o
S
こ
れ
は
児
童
福
祉
法
二
九
条
に
規
定
の
あ
る
調
査
の
た
め
の
措
置
決
定
と
は
こ
と
な
る
。

ハ
6
）
一
げ
す
噛
箸
。
刈
O
占
。

（
7
）
坂
田
、
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
少
年
法
律
違
反
者
に
対
す
る
特
別
規
定
、
法
学
研
究
四
〇
巻
九
号
八
0
頁
以
下
。
坂
田
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
人
格
調
査

　
に
関
す
る
法
律
法
学
研
究
四
三
巻
一
一
号
五
四
頁
以
下
。

（
8
）
　
ρ
＞
目
出
O
P
o
り
o
一
酔
遭
℃
や
一
〇
塗

　
（
9
）
　
「
少
年
を
拘
禁
刑
に
付
す
る
の
を
さ
け
る
た
め
に
一
五
歳
に
達
し
た
老
は
優
先
的
に
少
年
福
祉
学
校
に
収
容
す
る
。
そ
の
結
果
『
詩
。
器
ぎ
蚕
の
定
員
が
不
足
し
、
一
方
最
若
年



　　　　　　　〔第三表〕

1953　1954　1955　1956　1957　1958　1959　1960　1961　1962

48．746．542．924．5　18．016．415．5　11，6　8．4　9．1

4．5　3．8　6．8　14．0　20．422．5　20，7　18。8　16．7　15．7

6．4　5，9　7．2　17．0　24．0　29．8　34．5　34．8　38．8　40・4

72．4　71。8　79．9　71．6　79．284．6　87．7　896　88。4　86。1

4．0　3．7　3．1　4．2　4，9　4．6　5．8　6．7　1L1　16．0

1．7　1．3　1．5　5．2　5．8　6．1　5．4　5．8　5．3　6・2

0．7　0．6　0．8　3．3　6．0　9．0　8．8　9．8　9．8　13，4

　＿　 ＿　 ＿　6．4　11．5　13．4　16．3　20．1　23．5　24．5

4．6　3．2　2．2　2．2　2、9　3．3　4．1　4．4　4．8　4・7

59．9　65．461．1　33．6　27．6　19．7　18．5　14．8　132　13・4

3．3　3．2　5．010．8　20．2　19．120．113．212、8　13。4

0。2　0．2　0．2　1．5　2．7　3．1　3．7　2．6　2．1　2・9

26．726．825。0　30，131．6　33．035．539．134．635・5

0．2　0．2　0．2　0，7　1．1　1．2　1．3　0．6　1，4　L5

41．940，647．249．350．254．655．052．352，255・7
5．2　4．8　3．8　6．4　14．2　32．4　41．9　48．947，4　54・4

　＿　　＿　　＿　5．9　1L6　14，5　19．0　24．2　29．4　3L7

0．4　0．5　－　0．5　0．7　0．6　1．O　L2　L9　L5
（Behandlingsforskning　vid　ungdomsvardsskoloma　SOU1964：24，p．22、、

措置決定を受けた者
の％

男・躾困難
怠　学　等

自動車盗
他の財産犯

傷　　害
性的放縦
浮　浪　等
アルコール嗜癖

その他の不良行為

女・躾困難
怠　学　等

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校

盗
犯
害
縦
等
癖
為

　
　
　
　
　
　
　
　
嗜
行

車
産
　
放
　
ル
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不

　
財
　
　
浪
一
の

動
の
　
的
　
コ
他

　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
の

自
他
傷
性
浮
ア
そ

層
を
少
年
福
祉
学
校
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
義
務
教
育
未
修

了
者
が
少
年
福
祉
学
校
に
は
余
り
送
致
さ
れ
て
来
ず
、
葵
。
浮
①
ヨ
に
は
空
き
が
あ

　
つ
た
。
こ
の
二
つ
の
事
情
で
二
つ
の
降
。
浮
の
ヨ
が
異
落
器
ぎ
蜀
に
改
め
ら
れ

　
た
」
（
ω
O
d
ご
象
る
禽
》
曽
’
）

（
1
0
）
の
O
q
一
8
命
鐸
冨
．
ω
0
6
ピ
な
お
そ
の
点
を
実
際
の
収
容
少
年
の
変
遷
の

面
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
躾
困
難

と
い
う
事
由
の
比
率
が
減
少
し
、
自
動
車
盗
、
傷
害
な
ど
犯
罪
の
事
由
の
比
率
が

増
加
し
て
い
る
．
と
く
に
ア
ル
コ
ー
ル
嗜
癖
の
増
大
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
の

間
に
広
ま
つ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
を
如
実
に
示
し
て
い
る
．
収
容
少
年
男

子
の
四
分
の
一
、
女
子
の
三
分
の
一
は
こ
の
事
由
に
よ
つ
て
い
る
。
（
H
玄
野
層
8
）

（
1
1
）
　
一
九
六
四
年
の
統
計
で
は
四
八
八
四
人
が
起
訴
放
棄
、
二
二
〇
人
が
社
会
的

保
護
（
児
童
福
祉
委
員
会
が
大
部
分
）
に
引
渡
さ
れ
て
い
る
（
第
一
表
参
照
）
。

（
1
2
）
　
本
稿
、
三
一
頁
参
照
。

五
、
犯
罪
少
年
の
施
設
処
遇
の
原
則

　
ボ
ー
リ
ン
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
非
行
少
年
処
遇
の
基
本

原
理
と
し
て
、

　
ω
　
保
護
措
置
が
最
も
重
要
で
あ
る
．

　
⑧
　
国
の
介
入
は
犯
罪
へ
の
処
罰
で
は
な
く
、
少
年
の
教
育
訓

　
　
練
の
必
要
を
み
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
㈹
　
施
設
処
遇
は
最
終
手
段
と
し
て
用
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
（
一
五
三
五
）



　
　
　
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
（
一
五
三
六
）

　
㈲
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
民
主
々
義
の
根
幹
を
な
す
地
方
自
治
の
原
理
に
よ
り
、
児
童
福
祉
は
地
方
当
局
の
責
任
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
1
）

を
掲
げ
て
い
る
が
こ
の
う
ち
第
三
の
「
施
設
処
遇
は
最
終
手
段
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
児
童
福
祉
法
上
の
処
分
選
択
の
基
本
原
則
と
な
つ
て
い

（
2
）る

．
こ
れ
は
、
児
童
福
祉
の
分
野
か
ら
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
少
年
刑
務
所
で
の
処
遇
の
効
果
の
解
説
と
し
て
ア
ミ
ロ
ン
は
「
施

設
処
遇
が
い
く
ら
改
善
を
要
す
る
と
し
て
も
、
…
…
累
非
行
率
の
高
さ
は
少
年
刑
務
所
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
処
遇
の
失
敗
の
証
拠
と
し
て
解
釈

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
．
施
設
処
遇
は
そ
れ
自
体
い
か
に
効
果
的
で
あ
ろ
う
と
も
非
行
の
増
大
に
立
向
か
う
武
器
と
し
て
は
不
充
分
な
も
の
で
あ

る
。
社
会
は
犯
罪
者
の
効
果
的
な
施
設
外
処
遇
に
充
分
に
投
資
す
べ
き
で
あ
り
、
更
に
も
つ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
現
代
生
活
の
全
領
域
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
保
護
手
段
に
投
資
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
少
年
刑
務
所
で
の
教
育
・
処
遇
が
絶
対
で
は
な
く
、
重
要
な
の
は
む
し
ろ
施
設
外
で
の
教

育
・
処
遇
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
主
張
は
、
と
も
に
非
行
少
年
の
施
設
内
で
の
教
育
・
処
遇
を
最
後
的
な
手
段
と
み

て
い
る
点
で
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
の
趣
旨
は
、
ま
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
矯
正
の
分
野
全
体
の
基
本
的
な
方
針
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
新
刑
法
第

　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
章
第
七
条
の
規
定
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
「
厚
生
復
帰
の
原
理
」
と
深
い
関
係
が
あ
る
．
一
九
四
五
年
の
監
獄
法
の
改
正
以
来
刑
罰
の
目
的
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

社
会
防
衛
で
あ
り
、
応
報
の
観
念
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
受
刑
者
の
処
遇
は
で
き
る
限
り
の
方
法
で
そ
の
社
会
復
帰
の
達
成
を
求
め
る
と
こ
ろ
に

お
か
れ
、
受
刑
者
と
一
般
の
社
会
人
と
の
差
別
は
で
き
る
だ
け
小
さ
く
し
、
受
刑
者
の
処
遇
は
個
別
化
し
、
職
業
補
導
も
ふ
く
め
社
会
復
帰
の
準

備
が
な
さ
れ
、
受
刑
者
の
労
働
に
は
適
正
な
補
償
を
な
し
、
更
に
受
刑
者
が
外
の
社
会
に
接
触
で
き
る
機
会
を
増
大
す
る
こ
と
等
が
目
的
と
し
て

　
　
　
　
　
（
8
）

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
の
監
獄
法
の
改
正
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
の
テ
ユ
レ
ー
ン
、
シ
ュ
リ
イ
タ
ー
等
の
指
導
の
下
に
す
す
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
来
た
も
の
で
、
刑
法
改
正
事
業
と
不
可
分
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
受
刑
者
一
般
に
対
す
る
こ
う
し
た
処
遇
原
理
を
背
景
に
し
て
、
少
年
犯
罪
者
に
対
す
る
処
遇
の
方
法
も
お
の
ず
と
ひ
と
つ
の
方
向
を
も
つ
も
の

で
は
あ
る
ま
い
か
．
少
年
刑
務
所
で
あ
れ
、
少
年
福
祉
学
校
で
あ
れ
、
施
設
内
の
教
育
・
処
遇
の
目
標
は
、
施
設
を
出
て
ヨ
リ
充
分
に
社
会
生
活



に
適
応
で
き
る
条
件
を
作
り
出
す
点
に
お
か
れ
る
の
で
あ
る
．
少
年
福
祉
学
校
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
趣
旨
は
児
童
福
祉
法
六
六
条
に
明
定
さ

　
　
ハ
ゆ
ロ

れ
て
い
る
．
又
少
年
刑
務
所
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
ア
ミ
・
ソ
が
「
少
年
刑
務
所
の
処
遇
形
式
は
専
ら
少
年
を
社
会
復
帰
さ
せ
る
よ
う
に
計
画
さ

　
　
（
11
）

れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
右
の
点
を
前
提
に
し
つ
つ
、
こ
こ
で
は
社
会
復
帰
を
主
眼
と
す
る
施
設
処
遇
の
特
色
と
し
て
、
小
集
団
制
と
休
暇
制
と
を
取
上
げ
て
お
こ
う
．

　
e
　
小
集
団
制

　
小
集
団
制
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
一
つ
は
施
設
そ
の
も
の
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
は
施
設
内
の
処
遇
を
小
集
団
に
分
け
て
行
な

う
こ
と
で
あ
る
。

　
前
の
問
題
は
施
設
の
大
き
さ
の
間
題
で
あ
る
。
感
化
院
に
は
古
く
か
ら
い
わ
ゆ
る
小
舎
制
（
8
9
謎
Φ
亀
霧
ヨ
）
と
称
す
る
、
小
舎
屋
に
小
人
数

の
少
年
を
収
容
し
、
寮
父
と
寮
母
と
が
そ
の
面
倒
を
見
る
と
い
う
処
遇
方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
。
当
初
は
古
い
農
家
の
よ
う
な
建
物
に
寮
長
夫
妻

と
多
数
の
少
年
が
同
居
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
施
設
は
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
り
、
こ
う
し
た
家
庭
的
施
設
は
大
施
設
の
中
に
と
り
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ら
れ
小
舎
制
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
そ
の
後
感
化
院
の
規
模
の
問
題
が
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
検
討

の
結
果
少
年
福
祉
学
校
の
適
切
な
収
容
人
員
の
最
高
限
度
を
女
子
用
施
設
で
は
三
〇
以
下
、
男
女
両
用
の
施
設
で
は
四
八
以
下
、
男
子
用
の
職
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

ホ
ー
ム
で
は
四
六
以
下
と
い
う
基
準
が
答
申
さ
れ
た
。
前
掲
の
一
覧
表
（
三
五
頁
）
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
基
準
は
ほ
ぼ
守
ら
れ
て
お
り
、

施
設
の
収
容
定
員
の
最
高
は
ω
巨
象
o
職
業
ホ
ー
ム
の
七
五
人
で
あ
る
。
こ
れ
を
試
み
に
我
が
国
の
教
護
院
の
定
員
と
比
較
し
て
み
る
と
、
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

三
十
七
年
現
在
で
最
低
三
〇
（
愛
媛
県
新
居
浜
家
庭
学
園
）
、
最
高
三
四
〇
（
東
京
都
萩
山
実
務
学
校
）
と
な
つ
て
お
り
、
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
差

は
極
め
て
大
き
い
。

　
こ
の
よ
う
な
小
施
設
の
増
設
の
理
由
と
し
て
は
、
大
施
設
で
は
ω
院
長
と
生
徒
と
の
間
の
接
触
が
疎
遠
に
な
る
こ
と
、
ω
少
年
福
祉
学
校
当
局

と
職
員
と
の
間
の
関
係
を
間
接
的
な
も
の
に
す
る
人
事
管
理
の
間
題
が
生
じ
る
こ
と
、
⑥
情
報
の
交
換
が
乏
し
く
な
り
、
形
式
に
流
れ
る
こ
と
な

　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
一
五
三
七
）



　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
（
一
五
三
八
）

ど
の
欠
陥
が
存
し
、
ひ
い
て
は
、
こ
れ
が
個
々
の
生
徒
の
個
性
や
発
達
段
階
に
関
す
る
知
見
に
基
づ
い
た
処
遇
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
来
、
生
徒
の
社
会
的
訓
練
を
重
視
す
る
と
す
れ
ば
、
施
設
の
構
造
は
、
出
来
る
限
り
一
般
社
会
の
反
映
で
あ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

う
な
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
施
設
を
多
数
作
る
こ
と
は
、
職
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

数
、
運
動
場
、
職
業
訓
練
等
の
面
で
経
済
的
に
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
り
、
極
端
な
小
施
設
は
不
経
済
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
少
年
刑
務
所
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
同
じ
状
況
が
み
ら
れ
る
。
前
に
も
ふ
れ
た
一
九
四
五
年
の
包
括
的
な
監
獄
法
の
改
正
に
よ
つ
て
、
受
刑
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

社
会
復
帰
を
目
的
と
し
た
個
別
主
義
、
開
放
施
設
処
遇
の
方
法
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
結
果
一
九
五
〇
年
以
後
、
従
来
の
大
施
設
に
か
え
て
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

施
設
を
数
多
く
作
る
方
向
が
と
ら
れ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
の
資
料
で
は
、
一
般
の
刑
務
所
に
お
い
て
も
、
分
類
セ
ン
タ
！
で
あ
る
中
央
刑
務
所

を
除
い
て
各
施
設
と
も
収
容
定
員
が
少
な
く
な
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
成
人
男
子
用
の
施
設
七
〇
（
抑
留
の
た
め
の
施
設
も
含
む
）
の
う
ち
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

九
が
定
員
六
〇
以
下
で
あ
り
、
こ
れ
と
ク
レ
ブ
ス
の
掲
げ
て
い
る
一
九
五
一
年
当
時
の
数
（
一
三
施
設
中
定
員
六
〇
以
下
の
施
設
は
二
〇
）
を
比
べ
る

と
、
小
施
設
の
数
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
の
が
判
る
。

　
こ
れ
ら
小
施
設
の
効
果
は
、
犯
罪
者
の
個
別
処
遇
と
分
類
処
遇
と
を
容
易
に
し
、
更
に
そ
の
開
放
的
処
遇
を
も
可
能
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
み

　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

と
め
ら
れ
る
．
こ
れ
は
、
ス
ウ
ェ
：
デ
ン
の
犯
罪
者
の
大
部
分
が
社
会
に
と
つ
て
危
険
な
犯
罪
者
で
は
な
く
、
逃
走
も
又
少
な
い
こ
と
、
従
つ
て

そ
れ
ら
の
犯
罪
者
を
収
容
す
る
施
設
は
通
常
の
家
庭
で
も
よ
い
こ
と
、
更
に
小
施
設
の
場
合
に
は
職
員
と
収
容
者
と
の
間
の
対
立
を
容
易
に
克
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

で
き
る
こ
と
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
小
施
設
の
活
用
が
少
年
刑
務
所
の
経
験
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

（
箆
）る

。
少
年
刑
務
所
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
三
〇
～
六
〇
の
定
員
の
施
設
が
主
で
、
そ
れ
以
上
の
も
の
は
シ
ェ
ー
ネ
ス
（
の
蚕
ま
の
）
の
八
五
、
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

ル
ビ
イ
（
自
跨
耳
）
、
　
マ
リ
ィ
エ
ン
フ
レ
ッ
ド
（
罫
三
魯
富
幽
）
の
各
九
〇
の
三
施
設
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
職
員
が
全
収
容
少
年
を
熟
知
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
禦
）

こ
と
は
治
療
的
観
点
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
施
設
の
小
さ
い
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
れ
が
容
易
に
達
成
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
．



　
こ
う
し
て
、
少
年
刑
務
所
に
お
い
て
も
、
少
年
福
祉
学
校
に
お
い
て
も
、
ま
た
更
に
は
通
常
の
刑
務
所
に
お
い
て
も
施
設
を
小
さ
く
す
る
と
い

う
共
通
の
方
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
第
二
の
面
、
山
、
・
な
わ
ち
、
同
一
施
設
の
内
部
で
の
処
遇
を
少
集
団
で
行
な
う
こ

と
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
全
て
共
通
に
み
と
め
ら
れ
る
現
象
な
の
で
あ
る
．

　
こ
の
第
二
の
面
を
ま
ず
少
年
福
祉
学
校
に
つ
い
て
み
る
と
、
生
徒
は
通
常
七
～
一
五
人
の
小
集
団
に
分
け
て
各
々
独
立
の
小
舎
で
生
活
す
る
の

　
（
認
）

で
あ
る
。

　
こ
の
制
度
が
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
一
九
三
五
年
以
来
の
少
年
犯
罪
に
関
す
る
法
制
の
変
化
に
伴
い
、
少
年
福
祉
学
校
が
一
五
～
一
八
歳
の

犯
罪
少
年
を
収
容
す
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
、
し
た
が
つ
て
収
容
者
の
質
が
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
悪
質
化
し
た
こ
と
に
も
と
づ
く
。
そ
の
主
要
な

問
題
は
逃
走
事
故
で
あ
り
、
そ
の
防
止
策
と
し
て
小
人
数
の
生
徒
を
収
容
す
る
小
数
団
制
と
特
別
分
類
と
収
容
者
の
監
督
方
法
の
効
率
化
と
が
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
29
）

り
あ
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
少
年
福
祉
学
校
に
お
け
る
収
容
少
年
の
処
遇
の
基
本
原
則
は
、
ω
原
因
探
求
的
、
即
ち
非
行
の
背
後
に
あ
る
原
因
に
焦
点
を
合
わ
す
．
⑧
個

別
化
、
即
ち
ω
よ
り
当
然
の
こ
と
と
し
て
各
非
行
少
年
に
固
有
の
原
因
を
探
り
、
処
遇
を
そ
れ
に
合
わ
せ
て
行
な
う
。
⑥
個
別
化
の
過
程
で
同
様

の
原
因
過
程
を
示
し
、
同
種
の
処
遇
を
要
す
る
者
を
揃
え
て
分
類
処
遇
す
る
．
こ
う
し
て
、
働
収
容
期
間
も
少
年
の
個
別
的
必
要
に
応
じ
て
不
定

期
化
さ
れ
る
．
㈲
更
に
少
年
の
処
遇
の
個
別
化
は
、
少
年
の
社
会
復
帰
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
点
か
ら
校
外
処
遇
（
く
勘
α
暮
§
路
。
芭
と
し
て
更

　
　
　
　
（
3
0
）

に
徹
底
さ
れ
る
。
小
集
団
制
が
間
題
に
な
る
の
は
こ
の
う
ち
と
く
に
㈲
と
⑥
で
あ
ろ
う
．
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
小
施
設
を
数
多
く
作
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
つ
て
少
年
の
基
本
的
分
類
が
或
る
程
度
粗
く
て
も
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
．
し
か
し
、
施
設
そ
の
も
の
を
極

小
に
す
る
こ
と
は
不
能
か
つ
不
要
で
も
あ
る
。
そ
の
欠
陥
を
小
集
団
制
が
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
収
容
少
年
の
分
類
処
遇
の
背
後
に
は
「
同
種

の
生
徒
を
一
つ
の
少
年
福
祉
学
校
に
集
め
、
そ
の
生
徒
に
あ
つ
た
処
遇
を
な
し
、
㈹
互
に
悪
影
響
の
あ
る
者
の
結
合
を
避
け
、
処
遇
の
必
要
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

共
通
に
す
る
者
を
一
つ
に
す
る
」
考
え
方
が
あ
り
、
小
集
団
制
は
こ
の
考
え
方
に
適
合
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
（
一
五
三
九
）



　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
（
一
五
四
〇
）

の
結
果
集
団
内
の
職
員
を
も
含
め
た
人
間
関
係
の
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
用
い
て
、
生
徒
間
に
敵
対
的
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
》

き
る
の
を
さ
ま
た
げ
、
或
い
は
も
つ
と
直
接
的
に
、
職
員
と
の
情
緒
的
な
つ
な
が
り
や
グ
ル
ー
プ
討
議
の
発
展
と
し
て
の
集
団
心
理
療
法
が
可
能

に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
態
は
少
年
刑
務
所
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
．
ア
ミ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
少
年
刑
務
所
の
収
容
者
は
約
十
人
を
一
単
位
と
し
て
、
同
じ
よ

う
な
能
力
と
興
味
を
持
つ
者
に
分
類
さ
れ
、
処
遇
を
う
け
る
。
そ
し
て
小
集
団
制
の
利
点
と
し
て
は
、
分
類
処
遇
の
他
に
、
収
容
者
と
職
員
と
の

間
の
連
帯
を
増
し
、
個
々
の
収
容
者
の
個
別
処
遇
を
容
易
に
し
、
刑
務
所
内
で
の
暴
動
そ
の
他
の
事
故
を
防
止
す
る
の
に
も
役
立
つ
と
い
う
利
点

　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）
　
　
　
　
　
　
（
3
5
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
成
人
の
場
合
に
は
財
政
的
な
理
由
か
ら
一
単
位
を
構
成
す
る
人
員
は
二
十
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
巨
大

な
受
刑
者
集
団
の
で
き
る
こ
と
を
避
け
、
個
々
の
受
刑
者
を
よ
く
知
り
、
受
刑
者
間
及
び
受
刑
者
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
す
る

　
　
　
　
　
（
3
7
）

と
い
わ
れ
て
お
り
．
そ
の
基
本
的
姿
勢
は
少
年
刑
務
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
．

　
口
　
休
暇
制

　
少
年
福
祉
学
校
に
お
け
る
処
遇
は
校
内
処
遇
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
れ
は
少
年
を
社
会
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
校
外
処
遇
に
移
す
条

件
を
作
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
る
．
休
暇
の
制
度
は
こ
の
目
的
か
ら
、
生
徒
が
外
部
社
会
と
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
危
険
を
避

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

け
、
少
年
と
家
庭
、
職
場
、
近
隣
等
の
接
触
を
保
つ
た
め
の
一
方
法
で
あ
る
。

　
少
年
福
祉
学
校
の
場
合
生
徒
が
休
暇
を
得
る
の
は
、
一
般
に
両
親
及
び
将
来
の
監
護
者
と
の
関
係
を
維
持
す
る
場
合
と
、
雇
主
、
観
察
担
当
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

（
身
霞
茜
蓋
邑
そ
の
他
校
外
処
遇
の
際
少
年
に
意
味
の
あ
る
人
物
と
の
関
係
を
作
る
場
合
と
が
あ
る
。
更
に
処
遇
上
の
必
要
か
ら
処
遇
成
績
良
好

な
者
へ
の
褒
賞
と
し
て
或
い
は
拘
束
さ
れ
た
生
活
へ
の
緩
和
手
段
と
し
て
休
暇
が
与
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
休
暇
に
よ
つ
て
自
由
な
生
活
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

れ
さ
せ
、
自
信
を
も
た
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
社
会
復
帰
に
有
効
な
手
段
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
休
暇
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
続
に
よ
り
、
ど
の
く
ら
い
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
は
判
ら
な
い
が
、
実
際
の
運
営
の
上
で
は
各
々
の
少
年
福



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簸
）

祉
学
校
の
方
針
に
よ
り
休
暇
の
扱
い
は
様
々
で
、
そ
の
利
用
を
き
び
し
く
制
限
す
る
施
設
と
寛
大
に
数
多
く
の
休
暇
を
認
め
る
施
設
と
が
あ
り
、

極
端
な
場
合
に
は
、
無
統
制
の
休
暇
に
よ
り
施
設
の
近
隣
の
中
心
街
に
少
年
が
出
か
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
地
域
の
住
民
と
施
設
と
の
関
係
が
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

く
な
り
、
そ
れ
が
後
に
校
外
処
遇
の
た
め
に
少
年
を
近
隣
に
出
す
可
能
性
を
減
殺
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
も
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

　
少
年
刑
務
所
の
場
合
も
少
年
福
祉
学
校
に
お
け
る
と
同
様
に
少
年
の
家
族
と
の
接
触
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
．
そ
の
他
に
施
設
生
活
の
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

調
さ
を
破
り
施
設
内
で
の
善
い
行
動
の
刺
戟
と
し
て
も
役
立
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
休
暇
は
入
所
後
四
ヶ
月
目
か
ら
三
ヶ
月
お
き
に
一
回
与
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

れ
、
一
回
の
日
数
は
四
日
プ
ラ
ス
旅
行
時
間
で
あ
る
。
少
年
の
場
合
休
暇
の
活
用
は
一
般
的
で
あ
り
、
少
年
の
処
遇
の
必
要
不
可
欠
の
一
部
と
な

　
　
へ
45
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

つ
て
い
る
。
少
年
刑
務
所
に
お
け
る
処
遇
も
少
年
福
祉
学
校
の
処
遇
と
同
様
に
施
設
内
処
遇
か
ら
始
め
施
設
外
処
遇
へ
と
転
換
し
て
行
な
わ
れ
る

の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
休
暇
制
の
目
的
が
と
も
に
社
会
復
帰
の
促
進
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
成
人
受
刑
者
の
場
合
に
は
、
休
暇
は
受
刑
者
が
一
定
の
刑
期
を
終
了
後
開
放
施
設
に
お
い
て
は
三
ヶ
月
ご
と
に
一
回
、
閉
鎖
施
設
に
お
い

て
は
四
ケ
月
ご
と
に
一
回
与
え
ら
れ
、
そ
の
期
間
は
初
回
の
休
暇
に
つ
い
て
は
四
八
時
間
と
旅
行
時
間
、
そ
の
後
の
分
に
つ
い
て
は
七
二
時
間
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

旅
行
時
間
と
な
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

　
休
暇
制
は
本
来
自
由
刑
が
そ
の
執
行
方
法
に
つ
い
て
教
育
方
法
と
し
て
発
達
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
と
の
考
え
方
の
も
と
に
立
法
さ
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

あ
り
、
　
「
ソ
ビ
エ
ト
・
シ
ヤ
の
労
働
改
善
法
に
始
ま
り
、
ド
イ
ッ
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
或
る
意
味
で
は
性
の
調
和

方
法
と
し
て
も
役
立
ち
、
ま
た
或
る
場
合
に
は
家
族
と
の
連
絡
を
図
る
方
法
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
…
…
職
業
上
の
救
済
方
法
と
し
て
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
」
と
い
わ
れ
る
。

　
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
に
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
は
一
九
三
七
年
で
あ
り
、
こ
の
時
に
は
我
が
国
の
少
年
院
処
遇
規
則
五
七
条
と
同
様
親
し
い
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

族
の
病
い
篤
い
と
ぎ
及
び
そ
の
葬
儀
へ
の
出
席
の
た
め
の
外
泊
許
可
が
厳
格
な
条
件
の
下
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
成
功
を
収
め
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

め
一
九
四
五
年
の
監
獄
法
の
大
改
正
に
よ
つ
て
更
に
拡
大
さ
れ
、
囚
人
の
社
会
復
帰
の
た
め
に
必
要
な
処
遇
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
性
問
題
の

　
　
　
ス
ゥ
ェ
ー
テ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
（
一
五
四
一
）



　
　
　
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ソ
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
（
一
五
四
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

解
決
、
家
族
と
の
紐
帯
の
維
持
、
雇
主
と
の
相
談
等
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
来
た
．
更
に
、
休
暇
中
の
行
動
を
観
察
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

と
に
よ
つ
て
受
刑
者
の
規
範
へ
の
態
度
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
利
点
が
あ
り
、
こ
れ
が
仮
釈
放
の
時
機
の
決
定
に
役
立
つ
と
い
う
。
休
暇
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

乱
用
と
し
て
は
、
休
暇
中
の
逃
走
と
休
暇
中
の
飲
酒
と
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
休
暇
制
は
刑
務
所
か
ら
少
年
福
祉
学
校
に
い
た
る
す
べ
て
の
犯
罪
者
な
い
し
非
行
少
年
の
収
容
処
遇
施
設
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
そ

の
目
的
は
各
々
の
施
設
の
収
容
者
の
社
会
復
帰
を
は
か
る
こ
と
を
前
提
に
、
施
設
外
の
通
常
の
社
会
に
あ
る
家
族
、
職
場
、
近
隣
等
と
の
接
触
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

ら
疎
外
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
成
人
の
受
刑
者
の
場
合
に
休
暇
が
性
間
題
の
解
決
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
の
も
、
い
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

え
れ
ば
家
族
関
係
の
維
持
発
展
そ
の
も
の
で
あ
り
、
単
に
施
設
内
で
の
同
性
愛
の
予
防
と
い
つ
た
消
極
面
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
人
の
生

活
、
特
に
情
緒
生
活
の
安
定
に
最
も
重
要
な
家
族
結
合
の
中
核
を
維
持
す
る
積
極
的
な
効
果
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

　
こ
の
休
暇
制
に
か
ら
ん
で
ふ
れ
て
お
ぎ
た
い
こ
と
は
家
族
保
護
原
理
（
頴
巨
幕
＜
㌢
音
旨
喜
）
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ま
た
正
木
博
士
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

正
し
く
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
休
暇
制
は
収
容
者
と
家
族
と
の
紐
帯
を
維
持
し
、
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

が
、
少
年
に
つ
い
て
家
庭
の
状
況
が
悪
い
場
合
に
は
、
少
年
に
対
す
る
処
遇
と
並
ん
で
家
族
に
対
し
て
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ

に
ょ
り
家
族
特
に
両
親
を
少
年
の
処
遇
に
協
力
さ
せ
る
と
同
時
に
、
家
族
処
遇
と
少
年
処
遇
と
を
結
合
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
社

会
の
側
の
行
な
う
援
助
活
動
の
一
切
を
、
一
つ
の
家
族
に
対
し
て
は
一
人
の
担
当
者
を
通
し
て
行
な
う
と
い
う
原
則
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
。
一
つ

の
家
族
に
一
人
の
担
当
者
を
さ
し
む
け
、
そ
の
者
に
そ
の
家
族
と
関
係
の
あ
る
全
て
の
社
会
機
関
の
活
動
を
集
中
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
家
族
の
成

長
を
は
か
ろ
う
と
す
る
仕
組
、
こ
れ
を
家
族
保
護
原
理
と
い
つ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
精
神
衛
生
の
領
域
に
精
神
病
患
者
を
環
境
の
一
部
と
し
て
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
り
、
同
時
に
精
神
医
学
的
少
年
保
護
の
領
域
で
家
族

全
体
を
処
遇
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
間
題
の
少
年
の
処
遇
に
成
功
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
発
し
、
家
族
と
の
深
い
接
触
が
診
断
、
処
遇
上
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

要
な
意
味
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。



　
休
暇
制
に
こ
の
点
を
加
味
し
て
考
え
れ
ば
、
少
年
福
祉
学
校
、
少
年
刑
務
所
の
収
容
者
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
定
位
家
族
と
の
関
係
維
持

が
、
通
常
の
刑
務
所
の
収
容
者
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
生
殖
家
族
と
の
関
係
維
持
が
芳
、
の
直
接
の
目
的
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
各
々
の
収
容
者

の
よ
り
完
全
な
社
会
復
帰
が
可
能
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
1
）
　
い
」
W
o
犀
P
o
P
o
一
f
マ
一
9

（
2
）
児
童
福
祉
法
六
六
条
参
照
、
実
務
の
上
で
も
い
ぎ
な
り
少
年
福
祉
学
校
に
送
致
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
多
く
は
何
回
か
児
童
福
祉
委
員
会
で
の
他
の
処
遇
を
う
け
て
い
る
。
（
8
口

　
一
〇
罐
邑
♪
サ
ω
oo
。
）

（
3
）
ρ
＞
巨
一
。
P
β
。
一
σ
■
も
り
ω
“
」
＜
畦
＞
器
①
堕
9
Φ
国
暮
三
。
箆
仁
凝
α
①
の
ω
号
≦
a
ぎ
ぎ
づ
望
声
守
。
魯
黄
N
ω
㌶
≦
’
臣
。
斧
質
一
冨
8

（
4
）
　
刑
法
第
一
章
第
七
条
「
制
裁
を
選
択
す
る
に
あ
た
り
、
裁
判
所
は
、
一
般
の
法
律
遵
守
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
留
意
し
つ
つ
、
制
裁
が
判
決
を
受
け
た
犯
罪
者
の
社

会
優
帰
に
役
立
へ
噸
似
で
あ
る
よ
う
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
日
留
臣
P
目
竃
ギ
9
8
菖
ぎ
O
＆
①
も
》
O
－
5
8

（
5
）
　
矯
正
施
設
内
に
お
け
る
処
遇
の
原
理
と
し
て
は
、
こ
の
考
え
方
は
日
本
で
も
か
な
り
以
前
か
ら
機
能
し
て
い
る
。
小
野
”
朝
倉
、
監
獄
法
、
三
四
～
五
頁
参
照
．

（
6
）
　
こ
れ
も
刑
法
改
正
委
員
会
の
影
響
の
下
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
．
日
留
ま
P
。
り
。
F
ラ
㊤

（
7
）
O
震
富
＆
ω
一
霧
。
P
U
一
①
壼
ロ
Φ
Ω
①
ψ
琶
一
α
Φ
・
浮
7
募
良
胃
げ
8
ω
訂
鋒
〈
。
一
一
昌
撃
留
げ
N
幹
り
≦
●
窪
。
O
ω
も
●
①
o
。
あ
≦
a
一
号
℃
吾
8
国
①
隔
。
胃
ヨ
（
ヨ
ぎ
8
）
づ
一
↑

（
8
）
　
O
・
ω
ぎ
8
P
8
5
F
望
げ
N
の
＃
名
・
曽
ふ
ω
．
ワ
串
の
≦
a
一
誓
℃
誘
8
閃
Φ
｛
黛
舅
（
置
ぎ
8
）
箸
」
歩
こ
の
趣
旨
は
新
刑
法
制
定
後
の
新
監
獄
法
（
U
品
o
目
ぎ
訂
民
出
轟

　
一
鵠
お
畠
三
鍔
扉
蜜
＃
鴨
ぎ
β
号
づ
①
ヨ
a
ご
罐
）
に
お
い
て
も
変
つ
て
い
な
い
（
同
法
二
四
条
）
．
な
お
シ
ム
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
五
年
の
監
獄
法
の
重
要
な
原
則
は
、
ω
受

刑
者
は
通
常
逃
走
し
よ
う
と
は
し
な
い
も
の
だ
、
ω
独
居
拘
禁
は
有
害
で
あ
る
、
⑥
施
設
の
大
量
処
理
的
運
営
を
分
類
と
個
別
化
と
に
よ
り
お
き
か
え
る
こ
と
が
有
効
な
刑
の
執
行
の

前
提
で
あ
る
（
大
施
設
を
小
施
設
で
お
き
か
え
る
）
、
㈲
刑
執
行
の
主
眼
を
開
放
施
設
処
遇
に
移
す
、
㈲
累
進
処
遇
制
が
正
し
い
と
い
う
確
証
は
な
い
．
む
し
ろ
狭
量
さ
、
羨
望
、
偽

善
の
源
と
な
る
．
閉
鎖
処
遇
か
ら
開
放
処
遇
へ
の
移
行
を
考
慮
す
べ
ぎ
で
あ
る
、
㈲
受
刑
者
の
生
産
的
な
能
力
が
刑
の
執
行
の
中
心
に
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ω
施
設
及
び
受

　
刑
者
と
外
部
の
社
会
と
の
接
触
は
、
刑
の
目
的
と
背
馳
す
る
も
の
で
は
な
い
、
㈲
社
会
で
の
自
由
な
生
活
に
仮
釈
放
を
通
し
て
徐
々
に
な
れ
さ
せ
る
（
刑
務
所
外
の
私
企
業
に
就
職
す

　
る
．
休
暇
制
“
d
＝
砦
げ
月
に
よ
つ
て
性
的
な
問
題
が
解
決
さ
れ
る
）
の
八
点
を
あ
げ
て
い
る
．
（
9
の
ぎ
零
P
聲
。
F
留
茜
の
胃
≦
・
臣
・
＄
も
や
刈
？
鐸
≧
竃
旨
国
冨
葺

　
留
げ
壽
号
塁
O
①
霊
凝
巳
署
窃
。
P
N
ω
訂
名
・
窪
ふ
倉
P
合
一
魯
）
又
、
モ
リ
ス
は
、
施
設
内
処
遇
と
施
設
外
処
遇
と
は
一
貫
し
て
社
会
復
帰
一
本
の
道
筋
に
沿
つ
た
連
続
線
上
の

　
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
は
米
国
に
は
見
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
　
（
乞
。
署
包
蜜
。
賃
量
零
毯
器
h
周
§
些
。
＞
山
巳
げ
O
。
霞
①
＆
。
召
一
の
蓋
＄
目
亀
ω
語
号
P
問
a

　
℃
峯
U
＄
這
0
9
緊
N
）

（
9
）
9
の
ぎ
ψ
。
戸
β
鼻
‘
幹
爵
の
電
ミ
。
窪
・
①
ω
も
戸
①
①
－
S

（
1
0
）
　
児
童
福
祉
法
第
六
六
条
「
少
年
福
祉
学
校
に
登
録
さ
れ
て
い
る
生
徒
の
保
護
は
校
内
又
は
校
外
で
行
な
わ
れ
る
．

　
　
学
校
内
の
保
護
は
、
生
徒
を
よ
り
開
放
的
な
保
護
に
移
す
た
め
の
前
提
条
件
を
つ
く
り
出
す
よ
う
準
備
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・

　
　
　
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
（
一
五
四
三
）



　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
（
一
五
四
四
）

　
　
学
校
外
の
保
護
は
、
で
き
る
限
り
早
期
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：
－
－
」

（
1
1
）
Ω
＞
巨
一
。
ダ
β
。
F
サ
o
。
．
こ
の
趣
旨
は
保
護
法
草
案
の
中
に
は
明
定
さ
れ
て
い
た
（
同
草
案
五
章
二
条
）
が
新
刑
法
で
は
規
定
の
上
で
は
削
ら
れ
て
い
る
。
（
刑
法
二
九
章

　
一
条
参
照
）

（
1
2
）
ω
O
ご
一
8
舟
濾
も
サ
o
。
一
一
寮
長
寮
母
の
カ
ッ
プ
ル
に
よ
る
少
年
の
小
舎
屋
で
の
教
護
活
動
を
こ
こ
で
は
、
壁
昌
悟
鷺
一
琴
甘
と
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
後
述
の
h
即
目
忌
雲
母
倉
二
琴
甘

　
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
。

　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　
19　18　17　16　15　14　13
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）正

組
織
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
で
あ
る
と
い
い
、

　
宰
置
o
P
冒
●

（
2
0
）

　
一
年
当
時
そ
の
分
散
（
∪
Φ
器
暮
声
一
邑
。
歪
凝
）

が
廃
止
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る

三
八
－
九
頁
参
照
。

（
2
1
）
　
た
だ
し
、
ク
レ
ブ
ス
に
よ
る
と
、
一
九
三
四
年
当
時
に
は
大
施
設
の
方
が
個
別
処
遇
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
、
そ
の
点
で
は
こ
の
小
施
設
の
考
え
方
は
シ
ュ
リ
タ
ー
の
初
期
の
考

　え

方
と
異
つ
た
方
向
を
と
つ
た
も
の
だ
と
い
う
。
｝
国
括
葺
弓
。
F
N
の
電
譲
』
W
儀
・
①
轟
も
マ
島
㌣
ど
界
留
包
旨
。
り
．
9
。
幹
声
守
＆
弩
鴨
冨
鴨
。
吋
ヨ
ω
魯
壽
留
酵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
28　27　26　25　24　23　22
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

ω
O
q
一
〇
総
”
μ
＜
弩
儀
窪
く
崔
琶
豊
。
霧
く
母
山
器
ぎ
一
。
彗
F
q
凝
α
。
霧
〈
母
量
ぎ
一
①
暮
冨
段
一
轟
Φ
器
冨
鼠
鱒
”
邑
①
（
望
8
浮
。
ぎ
」
O
課
）

ω
O
q
一
8
餅
濾
一
マ
o
o
P

全
国
教
護
協
議
会
編
、
教
護
事
業
六
十
年
、
付
録
資
料
第
一
表
．

ω
O
d
一
8
曹
漣
曽
㍗
Q
o
P

H
獣
畠
‘
サ
oo
一
6

一
げ
崔
‘
》
o
o
P

9
ω
ぎ
8
P
β
。
F
留
げ
N
の
＃
妻
・
臣
’
8
．
》
芦
》
国
冨
葺
。
や
。
芦
N
の
＃
≦
9
閃
↑
①
♪
質
酷
9
　
エ
リ
ク
ソ
ン
は
、
、
O
冨
9
。
器
、
．
が
今
日
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
述
の
休
暇
制
も
こ
の
点
か
ら
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
　
（
■
宰
一
5
ω
。
P
掌
Φ
ω
壽
象
警
円
琴
一
。
眞
プ
琢
器
ヨ
馬
自

　
　
　
寧
宅
o
崖
撃
凝
（
①
e
｝
O
ユ
巨
Φ
”
呂
O
巳
言
3
b
」
穽
）

日
写
一
薯
P
目
ぎ
O
o
罵
。
＆
自
巴
の
誘
ざ
目
ぎ
ω
≦
＆
Φ
P
箸
。
3
ふ
8
》
国
冨
葺
。
マ
。
霊
噂
N
の
霞
≦
’
切
住
，
僻
P
畠
ρ
　
な
お
、
最
近
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
一
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
計
画
が
あ
つ
た
と
い
う
（
＞
。
国
冨
葺
β
。
罫
舘
嘗
≦
．
臣
曹
O
介
㌘
琶
o
。
●
）
ロ
ン
グ
ホ
ル
メ
ン
（
ピ
彗
讐
o
ぎ
窪
）
中
央
刑
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ウ
ェ
！
デ
ン
社
会
研
究
月
報
二
巻
十
一
号
九
頁
参
照
）
．
　
・
ン
グ
ホ
ル
メ
ン
刑
務
所
に
つ
い
て
は
、
広
瀬
、
前
掲
犯
罪
学
雑
誌
二
八
巻
五
－
六
号
、

ρ
oQ
帥
臣
8
P
o
や
o
一
～
留
げ
N
幹
二
＜
●

H
暫
画
；
b
マ
総
1
①
ρ
や
oo
ピ

＞
．
国
話
冨
一
〇
マ
o
凶
け
‘
N
ω
＃
譲
●
切
畠
●

ρ
酸
簿
ω
g
り
o
質
9
f
留
げ
N
聾
周
譲
、

前
掲
第
二
表
を
参
照
．

ρ
＞
目
一
一
〇
P
o
や
o
一
〇
‘
マ
一
ρ

r
9
一
旦
o
や
。
一
～
マ
5

ω
P
①
ρ
b
。
oo
一
．

①
合
戸
爵
一
9

】
W
α
e
①
ω
リ
マ
刈
ρ
マ

oo
一
・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　イペ

35　34　33　32　31　30　29
）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　＼ノ余

暇
活
動
、

の
≦
①
島
鴇

　　　　　　　　　　　　　　　　

40　39　38　37　36
の
家
に
往
訪
せ
し
め
る

の
少
年
院
法
及
び
少
年
院
処
遇
規
則
に
引
き
つ
が
れ
て
い
る
。

先
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
カ
で
き
る
。

パ　　　パ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

50　49　48　47　46　45　44　43　42　41
）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）

oQ

O
d
一
8
轟
る
介
㍗
一
①

困
烹
畠
3
琶
’
q
o
o
－
6
9

一
三
q
、
や
お
．

冒
一
α
‘
㌻
①
9

H
三
α
‘
P
8
■

Ω
》
置
昌
o
P
o
空
o
一
～
サ
P

こ
れ
は
一
九
四
五
年
の
改
正
で
独
居
拘
禁
の
原
則
が
廃
止
さ
れ
た
後
の
処
遇
原
則
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
集
団
は
昼
夜
通
し
て
同
一
の
も
の
で
は
な
く
、
作
業
、

　
　
　
夜
間
な
ど
各
々
の
場
合
に
応
じ
て
別
々
の
集
団
が
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
不
利
益
は
今
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
（
θ
甲
涛
器
。
戸
揖
o
F
図
亀
冨
＆
。
P
サ
“
℃

　
　
℃
二
の
g
勾
駄
o
吋
芦
や
㎝
し

日
甲
涛
ω
ω
。
戸
8
9
鼻
3
国
Φ
晦
冨
＆
。
p
b
」
．
O
ぼ
凶
の
冨
ω
8
器
g
巴
‘
ω
霞
鑑
く
。
一
一
N
轟
ぎ
留
げ
蓄
q
Φ
戸
N
暁
結
oo
霞
鋒
＜
。
一
一
N
罐
一
8
P
サ
o。卜
。
ω
．
）

■
国
り
涛
器
o
P
o
マ
9
∫
閃
①
ヰ
①
9
凶
o
p
マ
倉

こ
れ
ら
の
方
法
の
中
に
は
、
通
信
、
面
会
等
も
ふ
く
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
省
略
す
る
．

ω
○
⇔
お
罐
詩
声
b
g
O
印

一
玄
曾
マ
舞
日
本
に
お
い
て
も
休
暇
の
制
度
は
大
正
十
二
年
の
矯
正
院
処
遇
規
程
の
中
に
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
祖
父
母
又
は
父
母
の
病
篤
い
と
き
少
年
を
そ

　
　
　
　
　
　
　
（
同
十
条
）
ほ
か
、
成
績
特
に
優
良
な
る
者
に
つ
い
て
は
「
定
時
又
は
臨
時
の
外
出
」
（
同
十
五
条
）
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
．
　
こ
の
規
程
の
内
容
は
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
述
す
る
よ
う
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
た
の
が
一
九
三
七
年
だ
と
す
れ
ぱ
我
が
国
の
方
が
一
歩
を

　
　
　
　
　
　
　
．
、
　
　
　
た
だ
し
、
日
本
で
は
そ
の
後
こ
の
制
度
は
発
展
し
て
い
な
い
。

ω
O
d
一
8
“
蕊
食
マ
一
①
鼻
艦

一
三
含
‘
質
一
①
ω
●

ρ
》
邑
一
〇
p
o
マ
9
∫
b
マ
旨
楠
．

H
葺
も
葺
旦
曽
蓄
。
p
。
》
。
F
o
。
基
。
ぎ
琶
ω
糞
⑦
β
戸
鎚

ρ
》
巨
一
。
戸
β
簿
；
戸
吋
ω
り
β
甲
一
5
の
。
戸
β
葺
3
0
。
霞
。
亀
。
冨
一
幹
§
β
サ
鐙

刑
法
二
九
章
四
条
、
児
童
福
祉
法
六
六
条
。

日
騨
涛
ω
8
P
β
。
F
9
一
讐
。
昌
画
O
巳
言
3
箸
」
漣
塗
に
よ
り
表
化
す
る
と
第
四
表
の
よ
う
に
な
る
。

正
木
亮
、
新
監
獄
学
、
一
一
八
頁
．

正
木
亮
、
行
刑
上
の
諸
問
題
、
　
一
五
五
頁
以
下
、
二
〇
四
頁
以
下
。
正
木
博
士
は
こ
の
中
で
、
q
二
呂
げ
の
語
に
対
し
「
休
暇
」
「
外
泊
」
の
こ
つ
の
訳
語
を
あ
て
て
お
ら
れ
る
．

正
木
亮
、
教
育
法
と
し
て
の
新
累
進
制
、
法
学
志
林
三
二
巻
一
〇
八
O
頁
、
一
〇
八
五
頁
以
下
。

ス
ウ
ェ
！
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
（
｝
五
四
五
）



通常休暇の種類〔第四表〕

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校

制 裁 初　　回 二回以後 備　　　　考

拘 6月未満 × × 職業補導及び病気治療
愁
果 6～18月 6　月　後 3月毎 のための閉鎖施設収容

開放

）
18月以上 10月　後 3月毎 者はこの基準による。

拘 18月未満 × ×

赫
ゑ 18月～4年 10月　後 4月毎閉鎖

一
4年以『上 期間の1／3後 4月毎

少 18月未満 4　月　後 3月毎 少年で拘禁に付された
年
拘 18月以上 期間のり3後 3月毎 者もこの基準による．
愁
7
」
マ 無期の拘禁 3　年　後 3月毎
抑 18月未満 10月　後 4月毎 4年以上は拘禁と同じ。

留 18月以上 1　年　後 4月毎『

〔第五表〕

校外処遇

540　36．7％

624　41．2％

678　　42．4％

770　　43．2％

868　50．4％

校内処遇
　932　　63．3％

　890　58。8％

　918　　57．6％

1，011　　56．8％

　853　　49．6％

総　　数

　　1，472

　　1，514

　　1，596

　　1，781

　　1．721

1！71961

1！71962

1／71963

1／71964

1／71965

Vard　utom　skola　av　ungdomsvardsskoleelever，SOU

1966：43，p．24

四
八
　
　
（
一
五
四
六
）

（
5
8
㌧
休
暇
に
よ
り
同
性
愛
の
問
題
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
な
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
9
宰
涛
馨
P
β

牢
9
も
●
目
縮
　
正
木
亮
、
前
掲
法
学
志
林
一
〇
八
八
頁
参
照
。

（
5
9
）
　
ω
O
q
一
8
野
鐸
》
S
P
以
下
の
説
明
は
お
お
む
ね
こ
れ
に
よ
る
。

（
6
0
）
　
博
士
は
こ
れ
を
「
累
進
制
と
家
族
関
係
」
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
。
（
前
掲
法
学
志
林
一
〇
八
五
、
六
頁
、
一
〇
九
一
頁
）

（
6
1
）
　
＜
弩
α
暮
。
ヨ
降
。
冨
奨
章
豊
。
目
の
轟
三
器
ざ
一
8
一
零
9
8
q
お
8
”
畠
に
よ
れ
ば
、
元
の
家
庭
に
戻
し
て
校
外
処
遇
に
移
す
場
合
が
着
実
に
増
え
て
お
り
、

内
処
遇
に
ま
さ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
（
臣
詳
ρ
b
や
器
h
）
校
内
処
遇
と
校
外
処
遇
の
割
合
の
変
化
は
第
五
表
の
と
お
り
で
あ
る
．

（
6
2
）
oQ
O
q
一
8
禽
卜
。
食
唱
」
曾

（
5
1
）
　
正
木
亮
、
新
監
獄
学
、
一
四
八
頁
。

（
5
2
）
日
国
ユ
蟹
o
P
β
9
σ
；
穿
ヰ
9
ぎ
P
》
9
日
国
ユ
冨
8
P

β
。
F
♀
ぎ
o
帥
呂
O
巨
ε
餐
戸
合
鈴
エ
リ
ク
ソ
ン
は
そ
の
発
想

の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
同
書
四
一
七
頁
で
語
つ
て
い
る
。

（
5
3
）
日
国
匡
ざ
m
o
戸
聲
。
一
f
9
言
①
御
呂
O
巳
言
り
Φ
’
b
サ
合
oo
l
島
ρ

監
獄
法
三
六
条
一
項
（
一
九
六
四
年
法
も
同
じ
）
。
＞
。
国
話
葺
β

鼻
‘
N
oQ
胃
≦
願
閃
山
’
①
倉
サ
畠
ω
、
ρ
ω
ぎ
加
o
コ
o
や
9
け
‘
留
ゴ
N
の
げ
吋
譲
。

切
↑
①
ω
噛
P
oo
O
9

（
54
）
ρ
ω
ぎ
8
P
β
。
F
ω
魯
N
の
霞
≦
。
切
↑
の
ω
、
サ
お
一
箸
．
o。
O
｛
●

（
5
5
）
一
獣
α
‘
》
o
。
9
》
国
器
實
o
マ
葺
，
｝
N
ω
霞
譲
●
田
●
①
合
サ
島
↑

（
5
6
）
9
の
ぎ
零
戸
β
。
一
σ
■
．
留
げ
N
の
＃
≦
。
臣
9
①
ω
噛
》
o。
刈
一
日

宰
一
蓬
P
β
。
一
∫
9
ぎ
Φ
導
島
O
巨
言
り
ρ
サ
爵
9
客
匡
o
罵
凶
ψ
一

8
。
葺
‘
男
a
。
汐
P
》
一
ど
琴
9
蜀
Ω
＞
邑
一
〇
P
o
り
。
F
質

葵
少
年
刑
務
所
の
場
合
一
九
五
七
ー
九
年
の
三
年
間
の
統
計
で
は
休

暇
中
の
失
敗
率
は
二
〇
％
強
に
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
非
常
に
些

細
な
も
の
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
5
7
）
抑
留
を
科
さ
れ
た
場
合
で
も
休
暇
が
与
え
ら
れ
る
（
監
獄
法
六
〇

条
）
。
　
現
在
で
は
休
暇
は
受
刑
者
に
対
す
る
恩
恵
で
は
な
く
権
利
と
し

　
て
と
ら
え
る
方
向
が
出
て
い
る
と
い
う
．
（
β
国
二
犀
器
o
P
β
。
F

O
ユ
旨
o
鋼
区
〇
三
葺
吋
ρ
サ
“
贈
．
）

。
一
σ
こ
9
ぎ
Φ
卑
邑
9
犀
霞
ρ
》
爵
8
客
窯
。
三
即
。
》
9
一
‘
問
卑

校
外
処
遇
が
校



六
、
む
　
す
　
び

　
本
稿
を
ふ
り
返
え
つ
て
み
る
と
、
私
は
社
会
復
帰
こ
そ
が
犯
罪
少
年
処
遇
の
根
本
目
的
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

実
際
に
、
保
護
法
草
案
発
表
当
時
少
年
拘
禁
の
取
扱
い
に
つ
い
て
彼
地
に
相
当
の
議
論
の
あ
つ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
一
九
六
五
年
刑
法
も
少
年

拘
禁
に
つ
い
て
保
護
法
草
案
の
線
か
ら
は
か
な
り
後
退
し
て
い
る
印
象
を
否
め
な
い
．
又
、
少
年
刑
務
所
に
せ
よ
、
少
年
福
祉
学
校
に
せ
よ
、
そ

の
収
容
者
の
退
院
後
の
再
犯
率
は
か
な
り
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
．
こ
れ
ら
の
批
判
は
当
然
彼
地
に
お
い
て
も
存
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
は
直
接
ふ
れ
な
か
つ
た
が
、
拘
禁
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
仮
釈
放
の
制
度
は
少
年
拘
禁
に
つ
い
て
は
廃
止
さ
れ
、
又
少

年
福
祉
学
校
か
ら
の
条
件
付
退
院
の
制
度
も
廃
止
さ
れ
て
い
る
．
そ
の
代
り
に
、
そ
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
処
遇
を
施
設
の
内
外
で
行
う
こ
と
が

法
律
上
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
．
こ
う
し
た
個
々
の
犯
罪
少
年
の
あ
り
方
に
応
じ
た
弾
力
的
処
遇
が
少
年
拘
禁
或
い
は
少
年
福
祉
学
校
送
致
と
い

う
単
一
の
決
定
の
中
で
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
犯
罪
少
年
の
社
会
復
帰
を
主
た
る
目
的
と
す
る
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
．

　
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
少
年
刑
務
所
と
い
い
少
年
福
祉
学
校
と
い
い
、
形
の
上
で
は
異
つ
た
施
設
で
は
あ
つ
て
も
実
際
に
そ
の
相
違
は
余

り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
．
佐
藤
昌
彦
教
授
が
実
際
に
彼
地
を
見
学
し
て
、
少
年
福
祉
学
校
と
少
年
刑
務
所
と
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

殆
ん
ど
差
異
が
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
意
味
深
い
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
．

　
か
つ
て
ク
レ
ブ
ス
は
少
年
犯
罪
者
の
施
設
処
遇
に
つ
い
て
、
少
年
福
祉
学
校
と
少
年
刑
務
所
と
い
う
処
遇
施
設
の
複
線
方
式
に
言
及
し
て
「
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

事
責
任
年
齢
が
一
八
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
複
線
方
式
が
克
服
さ
れ
得
た
と
す
れ
ば
、
処
遇
は
更
に
イ
ン
テ
ン
シ
ヴ
な
も
の
に
な
ろ
う
」
と
述
べ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
刑
事
責
任
年
齢
の
一
八
歳
引
き
上
げ
は
、
一
九
五
二
年
以
来
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
一
部
の
例
外
を
除
き
一
八
歳
未
満
の

少
年
は
す
べ
て
刑
事
司
法
の
分
野
か
ら
児
童
福
祉
の
分
野
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
、
事
実
上
実
現
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
一
方
、
そ
の
後

者
に
つ
い
て
は
、
一
旦
保
護
法
草
案
の
中
に
保
護
訓
練
処
分
に
よ
つ
て
少
年
拘
禁
が
お
き
か
え
ら
れ
は
L
た
も
の
の
、
新
刑
法
は
少
年
拘
林
本
と
い

　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
（
一
五
四
志



　
　
　
ス
ウ
ユ
監
デ
ン
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
（
一
五
四
八
）

う
表
現
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で
見
て
来
た
よ
う
に
そ
の
両
者
の
処
遇
内
容
に
は
、
実
際
に
共
通
し
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
先
に
あ
げ
た
ク

レ
ブ
ス
の
提
言
は
現
在
も
ま
だ
生
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
．
む
し
ろ
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
成
人
か
ら
少
年
に
い

た
る
全
て
の
犯
罪
老
、
非
行
老
に
つ
い
て
そ
の
処
遇
方
針
は
同
一
冒
社
会
復
帰
の
促
進
1
1
で
あ
り
、
各
年
齢
層
及
び
各
犯
罪
者
の
個
別
性
に
応
じ

て
そ
の
方
針
の
実
現
方
法
に
変
異
が
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
．

（
1
）
　
佐
藤
昌
彦
、
前
掲
家
裁
月
報
一
八
巻
五
号
二
八
頁
．
ク
レ
ブ
ス
も
一
九
五
一
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
施
設
を
見
学
し
て
同
様
の
印
象
を
う
け
て
い
る
．
（
＞
■
国
器
葺
β
鼻
‘

　
N
禦
二
卸
ω
山
●
①
合
づ
ワ
爵
oo
h
）

（
2
）
＞
、
国
奉
貫
8
。
。
一
ド
N
の
零
矩
’
一
W
α
。
①
恥
雪
づ
■
ホ
9


